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604 

序

= 
口

四
世
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
春
秋
期
に
お
け
る
世
族

(
1

)
 

の
役
割
は
夙
に
強
調
さ
れ
て
き
た
。
従
来
の
春
秋
政
治
史
研
究
は
、
各
諸
侯
園
ご
と
の
世
族
分
析
に
は
少
な
か
ら
ぬ
蓄
積
が
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
、
中
原
諸
侯
園
の
世
族
に
つ
い
て
は
、
そ
の
動
向
は
中
原
全
世
の
政
治
過
程
に

一
定
程
度
制
約
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
よ
り

普
遍
的
な
動
向
に
お
い
て
各
諸
侯
園
世
族
の
個
別
的
推
移
を
相
射
的
に
位
置
付
け
る
親
貼
が
依
落
し
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

『
論
語
』
季
氏
篇
に
「
称
の
公
室
を
去
る
や
、
五
世
な
り
。
政
の
大
夫
に
逮
ぶ
や
、

か
か
る
見
地
の
も
と
、
筆
者
は
先
に
菅
の
覇
者
韓
制
を
分
析
し
た
際
、
各
諸
侯
園
の
世
族
の
動
向
が
、

全
中
原
的
な
政
治
秩
序
た
る
覇
者
瞳

制
に
基
本
的
に
制
約
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
故
に
、
諸
侯
園
ご
と
の
世
族
支
配
瞳
制
の
形
成
か
ら
解
瞳
に
至
る
個
別
的
な
過
程
相
互
の
聞
に
、
覇

(

2

)

 

者
瞳
制
の
動
向
に
劉
躍
し
た
全
中
原
的
な
一
定
の
共
時
性
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

- 2 ー

前
稿
に
お
け
る
世
族
の
分
析
で
は
、
基
本
的
に
覇
者
瞳
制
と
関
連
す
る
部
分
に
劉
象
を
限
定
し
た
た
め
、
春
秋
期
中
原
世
族
の

一
側
面
が
解

明
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
前
稿
の
所
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
と
り
わ
け
各
諸
侯
圏
内
部
に
お
け
る
世
族
の
政
治
社
舎
的
機
能
を
解
明
す
る
こ
と

が
、
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
次
な
る
課
題
で
あ
る。

か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
は
各
諸
侯
園
の
政
治
社
曾
秩
序
及
び
そ
の
嬰
質
過
程
の
中
に
世
族
を
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

(
3
)
 

の
で
あ
る
。
具
盟
的
に
は
次
の
作
業
を
行
な
う
。
先
ず
第
一

章
で
は
、
世
族
支
配
睦
制
の
形
成
を
東
遜
期
以
降
の
政
治
過
程
に
位
置
付
け
る
。

斗
次
い
で
第
二
章一
で
は
、
春
秋
期
諸
侯
固
に
お
け
る
世
族
の
機
能
を
整
理
す
る
。
こ
の
作
業
は
、
世
族
の

「園」

支
配
が
確
立
し
た
春
秋
中
期
の

政
治
祉
舎
秩
序
、
即
ち
世
族
支
配
瞳
制
に
占
め
る
世
族
の
位
置
を
解
明
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
最
後
に
第
三
章
で
は
、
覇
者
睦
制
解
瞳
を
契
機

と
す
る
世
族
支
配
睦
制
の
動
揺
を
前
六
世
紀
中
葉
以
降
の
政
治
過
程
に
位
置
付
け
、

る
。
以
上
の
作
業
に
よ
り
、
世
族
の
消
長
と
い
う
観
黙
に
お
い
て
、
東
遷
期
か
ら
戦
園
初

・
中
期
に
及
ぶ
前
後
四
世
紀
牢
を
遁
時
的
に
展
望
す

戦
園
初

・
中
期
に
お
け
る
専
権
完
成
の
端
緒
を
解
明
す

る
た
め
の
一
つ
の
硯
座
が
獲
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



第
一
章

世
族
支
配
瞳
制
の
形
成

東
這
期
・
春
秋
初
期
に
お
け
る
世
族
の
形
成

中
原
諸
侯
園
の
世
族
支
配
韓
制
、
即
ち
複
数
特
定
家
系
に
よ
る
卿
位
の
世
襲
的
濁
占
は
、
春
秋
中
期
以
降
確
定
的
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
家

系
は
、
ほ
ぼ
東
遜
期
か
ら
春
秋
初
期
に
か
け
て
集
中
的
に
出
現
し
て
い
る
。
即
ち
同
姓
世
族
は
、
こ
の
時
期
の
園
君
に
出
自
し
、
異
姓
世
族

(

4

)

 

は
、
こ
の
時
期
大
夫
身
分
を
獲
得
し
た
家
系
に
属
し
て
い
る
。
か
か
る
共
時
性
を
支
え
た
全
中
原
的
な
献
況
が
先
ず
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

東
遜
期
か
ら
春
秋
初
期
の
中
原
は
、
西
周
王
朝
崩
壊
後
の
政
治
秩
序
再
編
の
時
期
に
嘗
た
る
。
園
君
分
族
の
増
加
を
は
じ
め
と
す
る
人
口
座

に
基
づ
く
邑
田
不
足
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
西
周
晩
期
に
は
す
で
に
王
朝
・
諸
侯
圏
内
部
更
に
は
諸
侯
園
聞
の
矛
盾
が
深
刻
化
し
つ

(
5
)
 

つ
あ
っ
た
。
西
周
王
朝
が
崩
壊
し
、
或
る
場
合
に
は
武
力
行
使
を
も
伴
っ
た
王
朝
の
規
制
力
が
減
殺
さ
れ
た
結
果
、
中
原
諸
侯
園
の
あ
る
も
の

(
6
)
 

は
、
周
謹
諸
園
併
合
に
よ
り
彊
域
を
按
大
し
、
ロ
巴
因
不
足
な
る
圏
内
的
矛
盾
の
解
消
を
国

司
た
。
績
大
さ
れ
た
彊
域
を
支
配
す
る
の
に
、
園
君

(
7〉

は
公
子
或
は
近
臣
に
彊
域
内
の
邑
田
を
賜
興
し
て
支
配
の
責
を
負
わ
ぜ
た
。
こ
の
時
期
成
立
す
る
晋
の
大
夫
の
家
系
の
多
く
が
、

E

日
が
征
服
し

(

8

)

 

た
蓄
「
園
」
競
を
「
氏
」
と
す
る
事
例
は
こ
う
し
た
朕
況
を
傍
誼
す
る
。

- 3一

東
遷
期
よ
り
以
前
に
も
公
子
な
ど
へ
の
邑
田
賜
興
は
あ
り
え
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
規
模
は
、
東
遷
期
・
春
秋
初
期
の
彊
域
抜
大
以
前
で
は
徐

程
小
さ
い
も
の
で
あ
司
た
は
ず
で
、
加
え
て
、
彊
域
が
狭
小
な
段
階
で
は
、
園
君
が
大
夫
を
涯
遣
し
、
比
較
的
短
期
間
で
交
替
さ
せ
る
直
接
的

(
9〉

統
治
も
な
お
容
易
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
従
っ
て
西
周
期
に
は
、
ロ
巴
回
を
経
済
的
基
盤
と
す
る
特
定
家
系
の
世
族
化
は
諸
侯
固
に
つ
い
て
は

比
較
的
困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
東
遷
期
・

春
秋
初
期
に
邑
田
を
賜
輿
さ
れ
た
公
子
・
近
臣
は
、
西
周
期
以
前
に
成
立
し
て
い

た
家
系
に
比
べ
、
経
済
的
基
盤
の
優
勢
に
加
え
て
、
園
君
と
の
関
係
が
嘗
然
密
接
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
古
い
家
系
を
政
治

(
叩
)

的
に
匪
倒
し
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
春
秋
中
期
以
降
の
世
族
の
家
系
が
基
本
的
に
東
遜
期
以
前
に
遡
ら
な
い
こ
と
は
か
く
説
明
し
う
る
。

605 
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春
秋
中
期
に
世
族
支
配
瞳
制
を
構
築
す
る
家
系
は
か
く
東
逗
期
・
春
秋
初
期
に
起
源
す
る
が
、
こ
の
時
期
成
立
し
た
家
系
の
全
て
が
春
秋
中

期
ま
で
存
績
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
東
遜
期

・
春
秋
初
期
は
こ
れ
ら
新
興
家
系
聞
の
淘
汰
が
一
方
で
進
行
し
た。

か
か
る
淘
汰
を
も
た
ら
し
た

朕
況
を
、
首
時
の
政
治
過
程
に
即
し
て
考
え
て
み
よ
う。

東
遷
期
・
春
秋
初
期
は
中
原
有
力
諸
侯
が
周
遊
諸
闘
を
併
合
し
、
次
い
で
有
力
化
し
た
諸
侯
園
聞
の
矛
盾
が
深
刻
化
す
る
戦
観
の
時
代
で
あ

蛍
時
の
諸
侯
園
は
園
人
の
軍
事
力
に
依
存
し
た

が
、
戦
鋭
に
よ
る
園
人
の
軍
事
的
負
携
増
大
は
、
園
君
以
下
の
支
配
層
と
園
人
と
の
矛
盾
を
深
刻
化
さ
せ
た
。

っ
た
が
こ
の
基
本
的
状
況
は

圏
内
政
治
秩
序
を
も
動
揺
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

宋
の
華
督
の
時
帰
公
試
殺
(
前
七

一O
)
は、

「十
年
十
一
戦
」

な
る
過
度
の
軍
事
的
負
措
へ
の
園
人
の
不
満
に
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。

諸
侯
圏
内
外
の
政
治
秩
序
の
動
揺
は

世
族
の
卿
位
溺
占
世
襲
に
基
づ
く
統
治
機
構
の
纏
縮
性
が
未
成
立
で
あ
?た
段
階
に
あ

っ
て
は
、
首
面
園
君
の
個
人
的
資
質
に
基
づ

い
て
こ
れ

を
抑
制
す
る
よ
り
な
か

司
た
。
鄭
荘
公
が
許
を
攻
め
た
際
、
暇
叔
盈
が
鄭
伯
の
旗
を
も

っ
て
城
壁
に
馨
り
、

「君
登
れ
り
」
と
呼
ば
わ
っ
た
と

- 4 ー

こ
ろ
、
鄭
師
が
こ
れ
に
績
き
許
を
陥
落
せ
し
め
た。

ま
た

こ
の
戦
の
際
、
公
孫
闘
蝕
が
頴
考
叔
を
謀
殺
し
た
が
、
荘
公
は
箪
土
に
犠
牲
を
供

出
さ
せ
、
暗
殺
者
を
呪
阻
し
た
(
前
七
一
二
〉
。

「
園
の
大
事
」

(成
士
二
)
で
あ

っ
た
軍
事

・
祭
杷
を
契
機
に
園
人
を
統
合
す
る
園
君
の
機
能
を

典
型
的
に
示
す
逸
話
で
あ
る
。
春
秋
期
に
お
い
て
す
で
に
、

園
君
が
公
位
継
承
致
定
者
を
指
名
す
る
縫
承
法
が
存
在
し
た
こ
と
は
、

「大
子
」

の
稿
謂
の
存
在
(『左
停
』
で
は
隠
元
初
見
)
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
園
君
の
個
人
的
資
質
が
要
求
さ
れ
る
時
代
に
あ

っ
て
は
、

魯
人
が
恵
公
の
大
子
桓
公
が
幼
少
の
た
め
、
兄
隠
公
を
掻
政
に
立
て
た
事
例
ハ
前
七
二
二
)
や
、
宋
宣
公
が
子
の
公
子
興
夷
を
さ
し
お
い
て
弟
穆

公
を
後
継
者
と
し
た
事
例
(
前
七
二
九
)
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
位
継
承
は
不
安
定
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
継
承
法
を
逸
脱
し
た
公
位
継
承

(
日
)

は
、
戦
凱
に
封
腔
す
べ
く
や
む
な
く
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
耀
承
紛
争
を
契
機
と
す
る
他
園
の
干
渉
を
も
た
ら
し、

皮
肉
に

(ロ)

も
諸
侯
園
聞
の
紛
争
を
激
化
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
園
君
交
代
は
、
先
君
の
統
治
機
構
成
員
の
粛
清
な
る
極
端
な
事
例
に
一がさ
れ

る
よ
う
に
、
政
権
を
捲
賞
す
る
家
系
の
交
替
を
伴
う
場
合
が
あ
り
、
政
権
か
ら
排
除
さ
れ
た
大
夫
居
が
奪
権
を
園
る
な
ど
、
大
夫
層
な
ど
の
主

(日〉

導
で
縫
承
紛
争
が
仕
掛
け
ら
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
春
秋
初
期
に
集
中
的
に
認
め
ら
れ
た
公
位
縫
承
の
無
秩
序
化
は
、
V 

」ー



の
時
期
存
在
し
た
有
力
家
系
の
淘
汰
を
進
行
さ
せ
、
生
き
残

っ
た
家
系
は
世
族
化
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る。

E

日
覇
と
世
族
支
配
睦
制
の
完
成

戦
飽
恒
常
化
に
よ
り
、
諸
侯
圏
内
部
の
政
治
秩
序
は
危
機
的
朕
況
に
陥
ア
た
。
こ
こ
で
中
原
諸
侯
園
は
、
紛
争
抑
止
を
究
極
の
目
的
と
す
る

同
盟
に
結
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
原
東
牟
で
は
、
斉
荘
公
(
一
前
七
九
四
|
前
七
三
一
〉
・
信
公
(
前
七
三
O

|
前
六
九
八
)
の
「
小
伯
」
を
経

て
、
桓
公
〈
前
六
八
五
|
前
六
四
一
二
)
の
同
盟
が
成
立
す
る
。
一
方
、
中
原
西
半
に
お
い
て
も
、
一
時
的
で
は
あ
る
が
王
朝
を
中
心
と
し
た
諸
侯

の
結
集
が
認
め
ら
れ
る
(
前
六
七
六
|
前
六
六
七
〉
。
さ
ら
に
育
文
公
(
前
六
三
六
i
前
六
二
八
)
は
中
原
東
西
を

一
つ
の
同
盟
に
結
集
し
、
こ
こ
に

(
U
)
 

春
秋
中
期
の
全
中
原
的
政
治
秩
序
た
る
晋
の
覇
者
瞳
制
が
護
足
す
る
。

覇
者
瞳
制
が
同
盟
内
卒
和
を
強
制
し
た
こ
と
は
、
中
原
諸
侯
園
の
彊
域
援
大
を
最
終
的
に
停
止
さ
せ
、
園
君
分
族
な
ど
後
護
家
系
が
邑
田
を

- 5ー

賜
興
さ
れ
て
新
た
に
世
族
化
す
る
遣
を
閉
ざ
し
た
。
賓
の
と
こ
ろ
彊
域
撲
大
は
、
亙
日
一
覇
成
立
以
前
、
お
そ
ら
く
は
春
秋
初
期
に
は
す
で
に
限
界

に
達
し
て
い
た
。
そ
れ
故
、
中
原
の
有
力
諸
侯
園
は
、
成
果
の
期
待
で
き
な
い
|
|
す
で
に
媛
大
し
た
彊
域
を
擁
す
る
他
の
有
力
諸
侯
園
併
合

(
M
M
)
 

よ
し
ん
ば
併
合
し
え
た
に
し
て
も
、
こ
れ
を
統
治
す
る
技
術
を
も
た
な
か
っ
た
|
|
紛
争
を
停
止
し
、

費
桓
公
の
同
盟

は
抑
も
困
難
で
あ
り
、

に
結
集
す
る
こ
と
を
飴
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
菅
一覇
は
か
か
る
趨
勢
を
最
終
的
に
追
認
し
、
確
定
し
た
も
の
と
い
え
る
。

(
v
m〉

中
原
諸
侯
園
の
う
ち
魯
衛
費
宋
の
諸
園
で
は
、
菅
覇
成
立
の
段
階
で
す
で
に
特
定
家
系
の
世
族
化
が
進
行
し
て
い
た
が
、
菅
覇
へ
の
加
入
は

音
と
の
交
渉
嘗
事
者
た
る
卿
位
を
保
有
す
る
世
族
の
地
位
を
、
覇
者
た
る
広
田
が
、
外
交
関
係
の
権
績
性
に
基
づ
く
安
定
を
求
め
て
積
極
的
に
保

全
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
盟
内
卒
和
の
強
制
に
基
づ
く
後
護
家
系
の
成
長
抑
制
は
、
世
族
と
支
配
層
の
他
の
部
分
、

即
ち
大
夫
・
公
子
層
(
以
下
、
公
子
・
公
孫
を
併
せ
て
「
公
子
暦
」
と
稽
す
る
)
と
の
矛
盾
を
深
刻
化
さ
せ
、
こ
れ
ら
大
夫

・
公
子
唐
が
園
君
の
も

と
に
結
集
し
た
場
合
に
は
、
矛
盾
は
園
君
封
世
族
の
そ
れ
と
し
て
願
在
化
し
た
。
加
え
て
、
晋
覇
護
足
時
に
は
必
ず
し
も
議
測
さ
れ
て
い
な
か

(
口
)

っ
た
音
楚
封
立
の
激
化
に
伴
う
軍
事
的
負
措
の
増
大
は
、
世
族
を
は
じ
め
と
す
る
支
配
層
と
園
人
と
の
矛
盾
を
増
大
さ
せ
た
。
魯
の
一
一
一
桓
の
東

607 
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門
氏
追
放
(
前
五
九
一
)
・
宋
の
戴
族
華
元
の
桓
族
追
放
(
前
五
七
六
〉
は
、
世
族
が
他
の
世
族
を
解
睦
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
様
盆
が
再
分
配
さ

れ
た
結
果
、
矛
盾
は
一
定
程
度
緩
和
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、

。
別
五
四
八
)
は

衛
の
孫
林
文
・

篤
殖
の
献
公
追
放
(
前
五
五
九
)
・
旗
開
の
雀
梓
の
旺
公
試
殺

大
夫

・
公
子
層
結
集
の
一核
と
な
る
園
君
を
世
族
が
排
除
し
た
も
の
と
許
債
で
き
る
。

ま
た

魯
街
宋
旗門
に
お
け

(
凶
)

る
世
族
支
配
髄
制
は
完
成
形
態
に
達
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
勝
利
者
た
ち
は
い
ず
れ
も
晋
の
支
持
を
期
待
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
加
え
て

(
凶
〉

こ
の
前
六
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
は
、
五
日
の
軍
事
行
動
の
最
盛
期
に
嘗
た
り
、
従

っ
て
園
人
と
の
矛
盾
が
尖
鋭
化
し
、
世
族
に
お
い
て
支
配
睦
制

こ
れ
ら
の
結
果
、

の
整
序
が
急
務
と
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
の
共
時
性
は
、

か
く
晋
覇
の
動
向
に
印
し
て
説
明
で
き
、
全
中
原
的
な
政

治
秩
序
に
劃
す
る
菅
績
の
規
定
性
が
了
解
で
き
よ
う
。

鄭
で
は
荘
公

(前
七
四
三
|
前
七
O
一
)
死
後
、

(
初
)

戦
が
縮
き
、
次
い
で
文
公
(
前
六
七
二
1

前
六
二
八
)
の
後
継
者
を
め
ぐ
っ
て
膏
楚
南
大
圏
が
干
渉
す
る
な
ど
混
凱
が
綴
い
た
。

(
幻
)

子
の
他
、

洩
高
孔
石
皇
侯
の
諸
氏
が
複
数
の
執
政

・
軍
帥
を
務
め
、
蔚
芽
的
な
世
族
化
が
進
行
し
た
模
様
だ
が
、

世
族
形
成
が
最
も
遅
れ
て
い
た
の
は
、
鄭
と
他
な
ら
ぬ
呂
田
で
あ
司
た
。

二
十
年
に
亙

っ
て
内

こ
の
問
、

諸
公

-6-

「
侯
宣
多
の
難
」

(前
山六

『
左
惇
』
文
十
七
に
言
及
)
の
如
き
公
位
縫
承
紛
争
に
伴
う
粛
清
の
た
め
、

二
七
|
前
六
O
六
)
の
公
子
た
ち
が
撞
頭
し
た
。

五。

」
れ
ら
諸
氏
は
夙
に
衰
え
、
春
秋
中
期
に
至
っ
て
、
穆
公
(
前
六

躍
族
の
政
権
掌
握
を
決
定
的
に
し
た
公
子
嬬
擁
立
事
件
(
前
五
八

一
)
も
や
は
り
菅
と
の
軍
事

的
緊
張
の
激
化
に
基
づ
き
、
音
績
の
規
定
性
は
こ
こ
に
も
看
取
さ
れ
る
。

耳
目
で
は

耳
目
侯
・
曲
沃
伯
の
内
戦
が
王
朝
の
介
入
な
ど
も
あ
っ
て
長
期
化
し
(
前
七
三
九
|
前
六
七
九
)
、

衣

い
で
献
公
(
前
六
七
六
|
前
六
五

一
〉
死
後
に
は
秦
の
干
渉
な
ど
で
公
位
縫
承
紛
争
が
績
い
た
。

公
位
継
承
を
契
機
と
す
る
先
君
の
統
治
機
構
成
員
粛
清
は
膏
に
お
い
て
最
も
典

型
的
に
認
め
ら
れ
、
特
定
家
系
の
世
族
化
を
阻
顕
し
た
が
、
文
公
以
降
、
そ
の
聞
位
を
支
持
し
た
大
夫
層
や
文
公
の
従
者

・
近
習
が
卿
位
を
濁

(

幻

)

〈

お

)

占
し
、
夷
の
蒐
(
前
六
二
一
〉
で
は
、
卿
位
世
襲
が
嘗
然
視
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
家
系
の
世
族
化
が
急
速
に
準
展
し
て
い
る
。

菅
に
お
い
て
も
、

(

U

A
〉

世
族
と
卿
位
か
ら
排
除
さ
れ
た
大
夫
層
と
の
矛
盾
が
激
化
し
た
。

三
舗
を
詠
殺
し
た
属
公
が
祭
書
ら
に
試
殺
さ
れ
た
事
件
(
前
五
七
四
l
前
五
七

一
一
一
)
は
大
夫
層
結
集
の
援
と
な
っ
た
園
君
を
世
族
が
排
除
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
事
件
の
背
後
に
郡
陵
の
役
(
前
五
七
五
)
に
起
因
す
る
祭



都
南
氏
の
劃
立
が
あ
っ
た
黙
は
、
奮
の
軍
事
行
動
の
激
化
が
、
広
田
自
身
に
も
影
響
し
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

中
原
諸
侯
園
に
お
け
る
世
族
支
配
瞳
制
の
完
成
は
、
音
と
同
盟
園
の
外
交
関
係
を
、

賞
質
的
に
菅
・
同
盟
圏
整
方
の
世
族
聞
の
闘
係
に
襲
質

(
お
)

さ
せ
た
。
加
え
て
、
統
治
機
構
の
縫
績
性
が
複
数
世
族
の
卿
位
濁
占
世
襲
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
園
君
の
個
人
的
資
質

(お〉

は
最
早
要
求
さ
れ
ず
、
公
位
縫
承
紛
争
な
ど
諸
侯
圏
内
の
紛
争
も
覇
者
の
制
裁
の
封
象
と
な
っ
た
こ
と
と
も
相
侯

っ
て
、
公
位
縫
承
の
基
本
的

(

幻

〉

安
定
が
達
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
か
く
こ
の
段
階
で
、
中
原
諸
侯
園
の
圏
内
的
な
、
或
は
諸
侯
園
相
互
の
政
治
的
秩
序
は
世
族
に
よ
り
維
持
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
春
秋
中
期
の
政
治
秩
序
を
世
族
支
配
瞳
制
と
稽
す
る
ゆ
え
ん
な
の
で
あ
る
。

第
二
一
章

世
族
支
配
瞳
制
の
構
造

「園
」
の
統
治
機
構
に
劃
す
る
世
族
の
開
輿
の
あ
り
か
た
、
世
族
を
構
築
す
る
人
的
結
合
開
係
の
あ
り

か
た
に
つ
き
順
次
検
討
し
、
諸
侯
園
の
政
治
祉
舎
秩
序
に
占
め
る
世
族
の
位
置
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

本
章
で
は
、
世
族
と
園
君
の
関
係
、

- 7 ー

園

君

と

世

族

先
ず
確
認
す
べ
き
は
、

春
秋
期
園
君
の
ニ
面
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

裏
二
十
五
(
前
五
四
八
)
の
長
嬰
の
護
言
に、

園
君
が
「
祉
榎
」
の
た

め
に
棋
殺
・
追
放
さ
れ
た
場
合
こ
れ
に
殉
ず
る
の
は
「
臣
」

ず
る
義
務
は
な
い
、
と
見
え
る
。

一
般
の
義
務
だ
が
、

「
己
」
の
た
め
で
あ
る
場
合
に
は
「
私
曜
」
で
な
い
限
り
殉

一
方
の
「
私
暗
」
が
す
ぐ
れ
て
人
格
的
な
恩
寵
を
意
味
す
る
以
上
、
そ
の
封
極
と
し
て
、
高
度
に
非
人
格
的

な
「
園
」
の
最
高
機
関
と
し
て
の
園
君
が
こ
こ
に
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

間
ち
春
秋
期
の
園
君
に
は
、
個
別
的
人
格
的
な

恩
寵
を
施
す
主
盟
と
し
て
の
側
面
の
一
方
で
、
非
人
格
的
な
機
関
と
し
て
の
側
面
が
す
で
に
認
知
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

同
様
の
主
張
の
う
ち
、
『
左
停
』
が
比
較
的
早
く
年
代
付
け
て
い
る
の
が
、
荘
十
四
(
前
六
八
O
〉
の
、
誰
で
あ
ろ
う
と
「
祉
稜
」
の
主
で

と
い
う
原
繁
の
護
言
で
あ
る
。
二
十
年
に
亙
る
鄭
の
内
観
終
息
の
際
の
挿
話

609 

あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

「
園
」
の
一
般
成
員
は
こ
れ
に
臣
従
す
る
、



質
に
富
む
園
君
を
要
求
し
、

で
あ
り
、
現
質
の
園
君
と
の
人
格
的
な
関
係
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
越
の
如
き
春
秋
初
期
の
公
位
縫
承
紛
争
に
お
け
る
、
個
人
的
資

そ
の
結
果
園
君
の
恋
意
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
質
が
、
逆
に
人
格
性
を
排
し
た
園
君
の
高
度
の
公
権

610 

性
を
主
張
さ
せ
る
契
機
と
な
司
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
世
族
形
成
期
に
お
い
て
園
君
の
二
面
性
が
尖
鋭
に
意
識
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
こ
と

に
留
意
し
た
上
で
、
次
に
世
族
と
園
君
の
関
係
に
つ
き
考
察
を
加
え
よ
う
。

(
m
A
)
 

世
族
の
宗
主
は
、
卿
な
る
身
分
と
或
る
場
合
に
は
何
ら
か
の
官
職
を
有
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
園
君
交
代
の
際
に
更
改
さ
れ
、

E

日
悼
公
が
即
位

(
卿
を
含
む
庚
義
)
と
盟
を
行
な
っ
た
事
例
(
前
五
七
三
)
の
如
く
、

「大
夫
」

よ
り
直
接
に
園
君
と
の
聞
の
君
臣
関
係
が

一
定
の
手
績

の
際
、

に
基
づ
き
確
認
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ

の
君
臣
関
係
は
、

本
来
的
に
は
園
君
の
側
か
ら
随
時
解
消
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
賓
際
、
上
述

の
如
く
、

春
秋
初
期
に
お
い
て
は
、
園
君
の
交
代
ご
と
に
先
君
の
卿
が
罷
克
乃
至
は
訣
殺
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
佐
々

に
あ
司
た
。
こ
れ
が
、

春
秋
初
期
諸
侯
園
に
お
け
る
政
治
秩
序
混
飢
の
貫
態
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
績
性
の
依
如
に
起
因
す
る
統
治
機
構
そ
の
も
の
の
弱
瞳
化
は
、

諸
侯
園
支
配
層
全
睦
の
不
利
盆
に
な
る
の
で
あ
り
、
卿

-8-

位
世
襲
に
基
づ
く
政
権
の
連
績
性
が
志
向
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
卿
位
世
襲
を
正
嘗
化
す
る
原
理
と
し
て
は
、
祖
先
の
功
績
に
報
い
る
と
い
う

(
m
m

)

 

表
現
が
頻
見
す
る
。

祖
先
に
お
い
て
宜
現
さ
れ
た
秩
序
あ
る
人
的
関
係
を

血
統
の
蓮
積
性
に
よ
り
維
持
せ
ん
と
す
る
護
想
で
あ
る
。

こ
れ

は
、
粗
先
の

「彊
を
乞
う
」
(
前
四
七
一
)
と
い
う
祭
問
的
表
現
で
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
嘗
時
の
よ
り
現
質
的
な
祉
舎
秩
序
が
、
客
観

的
非
人
格
的
規
範
で
は
な
く
、
個
別
的
人
格
的
な
人
的
結
合
関
係
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
即
ち
特
定
の
社
舎
秩
序
を
具
瞳
的
に
構
成
す

る
人
的
結
合
関
係
が
、

い
わ
ば
無
形
の
資
産
と
し
て
、

一
定
の
家
系
に
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、

そ
う
し
た
家
系
に
お
け
る
身

分
地
位
の
世
襲
が
蛍
時
に
お
い
て
は
政
治
枇
舎
秩
序
維
持
の
最
も
有
数
な
方
法
で
あ

っ
た
と
い
え
る。

王
朝
を
頂
黙
と
す
る
ヒ
エ

ラ
ル
ヒ
l

(ω
)
 

に
園
君
|
卿
の
君
臣
閥
係
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
同
盟
園
の
政
権
の
連
績
性
、
そ
れ
に
基
づ
く
耳
目
と
同
盟
園
の
関
係
の
安
定
を
闘
っ
た
。
春
秩

音
績
の
成
立
が
、
卿
位
世
襲
の
趨
勢
を
決
定
的
に
し
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
だ
が
、
加
え
て
耳
目
覇
は
、

中
期
に
お
け
る
園
君
と
世
族
の
関
係
が

一
面
で
、
覇
者
睦
制
に
よ

っ
て
他
律
的
に
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と



は
、
世
族
支
配
盟
制
の
確
立
に
嘗
面
有
利
に
作
用
し
た
が
、

一
面
で
、
世
族
宗
主
が
卿
と
し
て
園
君
に
臣
従
す
る
こ
と
を
も
強
制
し
た
の
で
あ

り
、
春
秋
期
に
お
け
る
世
族
の
成
長
に
一
定
の
制
約
を
課
し
、
塞
奪
な
ど
君
臣
閥
係
の
否
定
に
立
ち
至
る
事
態
へ
の
展
開
を
防
止
し
た
の
で
あ

る。
世
族
の
卿
位
世
襲
に
基
づ
き
政
権
の
連
績
性
が
達
成
さ
れ
た
結
果
、
園
君
の
個
人
的
資
質
は
最
早
二
次
的
な
問
題
と
な
り
、
公
位
縫
承
は

一

躍
の
安
定
を
達
成
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
園
君
の
地
位
の
非
人
格
化
・
機
関
化
を
意
味
し
た
。

現
買
に
は
耳
目
璽
公
ハ
前
六
O
七
〉
・
属
公
金
剛
…

五
七
三
〉
絞
殺
の
事
例
の
如
く
、

園
君
の
恋
意
的
行
震
が
、

「
祉
稜
」

『
左
俸
』
は
「
修
」

へ
の
奉
仕
と
い
う
規
範
化
さ
れ
た
役
割
か
ら
の
逸
脱
と
看
倣
さ
れ
、

(
但
)

な
ど
の
形
容
で
専
ら
園
君
を
批
判
の
劉
象
と
す
る
。

F、白

ι"" 

位
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
場
合
、

方

で
、
世
族
は
そ
の
世
襲
的
地
位
・
覇
者
の
支
持
な
ど
が
政
権
安
定
の
要
件
と
さ
れ
、

(

幻

)

た

た
め
に
園
君
に
よ
り
敬
意
を
排
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ

の
恋
意
に
よ
る
卿
位
の
輿
奪
を
阻
み
、
世
族
の
卿
位
濁
占
に
有
利
に
作
用
し
た
が
、
「
園
」
の
統
治
機
構
は
、
世
族
の
存
在
に
よ
る

樺
績
性
の
み
な
ら
ず
、
園
君
の
地
位
に
伴
う
公
権
性
を
も
不
可
飲
の
要
件
と
し
た
。
ど
ち
ら
か
を
依
い
た
賦
態
で
は
、

一
方
で
、

-9-

闘
君
の
人
格
性
の
排
除
は
、
園
君
|
卿
の
君
臣
関
係
が
王
朝
を
頂
貼
と
す
る
ヒ
エ

ラ
ル

ヒ
l
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
と
も
相
侠

っ
て
、
園
君

「園」

の
成
員
、
と
り

わ
け
軍
事
力
の
最
大
部
分
を
鎗
う
園
人
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
従

っ
て
、
圏
君
に
よ
る
特
定
世
族
の
排
除
、
或
は
世
族
聞
の

抗
争
と
い
っ
た
場
面
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
事
態
は
正
常
な
統
治
機
構
の
機
能
停
止
を
意
味
す
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
、
公
穫
の
護
動
と
し
て

(

お

〉

〈

鈍

)

園
人
を
直
ち
に
動
員
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
第
一
次
的
に
は
暗
殺
も
し
く
は
私
闘
の
形
態
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
世
族
関
抗
争
で
は
、
園
君

(

お

)

(
町
四
〉

を
確
保
し
た
側
に
園
人
が
荷
捲
し
て
結
着
が
付
く
場
合
が
一
般
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
に
も
園
人
の
自
主
的
な
剣
断
が
作
用
し
た
こ
と
を

指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

世
族
支
配
瞳
制
に
お
け
る
園
君
|
卿
の
君
臣
閥
係
は
、
相
互
補
完
的
に
「
園
」
の
統
治
機
構
を
構
成
し
、
封
外
的
に
は
覇
者
韓
制
に
よ
り
、

611 

ま
た
「
園
」
内
的
に
は
園
人
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
他
律
的
に
規
制
さ
れ
、
嘗
面
の
均
衡
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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世
族
と
「
園
」
の
統
治
機
構

世
族
は
卿
の
身
分
に
よ

っ
て
「
園
」
の
統
治
機
構
の
最
上
級
部
分
を
構
成
し
、

「園
」
を
代
表
し
て
他
国
と
の
交
渉
を
捻
首
し
、
戦
時
に

は
、
耳
目
の
卿
に
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
軍
帥
と
し
て
園
人
を
統
率
し
た。

世
族
支
配
臨
制
に
お
い
て
、
各
諸
侯
園
に
は
員
数
の
ほ
ぼ
一
定
し
た
卿
が
存
在
し
た
。
複
数
の
卿
の
存
在
は
、
本
来
的
に
は
多
岐
に
渉
る
政

務
を
分
躍
す
る
必
要
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
世
族
支
配
睦
制
の
確
定
後
に
は
、
睦
制
安
定
の
不
可
飲
の
要
素
と
な
っ
た
。
即
ち
、
卿
位

世
襲
が
定
着
し
た
結
果
、
個
々
の
世
族
に
つ
い
て
は
、
園
君
の
場
合
と
同
様
に
、

宗
主
交
代
の
際
、

そ
の
個
人
的
資
質
の
差
異
に
基
づ
く
獲
動

が
避
け
難
い
の
で
あ
り
、
複
数
の
卿
の
存
在
は
、
そ
う
し
た
人
格
的
要
素
に
基
づ
く
慶
動
を
稀
標
す
る
始
以
果
を
持
ち
得
た
。
複
数
の
卿
の
連
常

(
幻
)

責
任
或
は
一
瞳
性
が
強
調
さ
れ
る
の
も
同
様
の
意
固
に
出
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
卿
に
お
い
て
も
「
社
稜
」

へ
の
奉
仕
な
る
非
人
格
的
な

(
お
)

規
範
の
遵
守
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
は
言
を
侠
た
な
い
が
、
個
々
の
卿
が
と
り
わ
け
園
人
の
批
判
を
被
る
よ
う
な
恋
意
に
走
る
こ
と
は
佐
々
あ
り

う
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
複
数
の
卿
の
一
睡
性
の
保
持
は
個
々
の
卿
の
も
つ
否
定
的
な
人
格
性
を
稀
稗
し
、
世
族
支
配
が
非
人
格
的
な
盤
制

- 10-

と
し
て
安
定
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
も
の
と
い
え
る
。
逆
に
特
定
の
卿
の
逸
脱
乃
至
は
無
能
力
が
甚
だ
し
く
、
睡
制
の
危
機
を
惹
起
す
る
と
剣

(
m
m
)
 

断
さ
れ
る
、
或
は
そ
う
し
た
口
質
が
成
立
す
る
と
、

卿
位
の
剥
奪
と
い
う
事
態
に
立
ち
至
る
場
合
も
あ
り
え
た
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
場
合
、

他

(
幼
)

の
家
系
に
卿
位
が
興
え
ら
れ
、
卿
の
員
数
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が

一
般
で
あ
っ
た
。

(

組

)

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
卿
位
を
保
有
す
る
世
族
の
聞
に
は
家
格
の
差
等
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
ず
、
卿
の
序
列
は
原
則
的
に
先
任
順
で
あ
っ

(

m

M

)

(

必
)

た
。
第
一
位
の
卿
は
「
正
卿
」

な
ど
と
稿
さ
れ
る
が
、
そ
の
機
能
は
他
の
卿
の
そ
れ
と
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
、
重
大
な
政
策
決
定
に
際
し

(

川

叫

)

そ
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
逆
に
鄭
の
子
孔
の
如
く
「
専
」
が
過
ぎ
る
と
敗
亡
の
憂
き
目
を
み

て
は
、
他
の
卿
全
員
と
合
議
し
、

る
こ
と
に
な
る
(
前
五
五
四
〉
。

一
方
で
、
複
敢
の
卿
の
聞
に
は
、

一
定
の
分
業
関
係
が
存
在
し

」
れ
は
或
る
場
合
に
は
水
卒
的
な
分
業
関
係
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
官
制
に



お
け
る
官
職
の
保
有
に
よ
り
表
現
さ
れ
た
。

(

必

)

(
川

町

)

宋
の
卿
は
官
制
の
最
上
級
部
分
の
官
職
を
世
襲
的
に
保
有
し
、
同
じ
く
官
職
を
保
有
す
る
大
夫
以
下
に
、
職
権
と
し
て
命
令
を
下
達
し
た
。

(

U

)

 

さ
ら
に
、
官
職
に
伴
う
職
責
が
問
題
と
さ
れ
た
事
例
も
散
見
す
る。

し
か
し
な
が
ら
、
宋
の
卿
に
つ
い
て
も
、
そ
の
擢
能
の
官
職
に
由
来
す
る

部
分
が
よ
り
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
柏
崎
〉

卿
の
保
有
す
る
官
職
が

一
定
し
な
い
こ
と
は
、
そ
の
権
能
が
官
職
の
職
能
に
由
来
し
な
い
こ
と
を
示
す
。

『左
惇
』
に
宋
の
卿
が
列
翠
さ
れ
る
場
合
、

筆
頭
に
記
さ
れ
る
卿
、
即
ち
正

卿
の
権
能
に
お
け
る
官
職
の
限
定
性
は
、
魯
鄭
に
お
い
て
よ
り
額
著
で
あ
る
。
鄭
に
お
け
る
卿
の
官
職
保
有
は
、
裏
二
「
是
に
於
い
て
子
空

園
に
嘗
た
り
、
子
翻
政
を
矯
め
、
子
園
司
馬
と
震
る
」
・
裏
十
「
是
に
於
い
て
子
関
園
に
嘗
た
り
、
子
園
司
馬
と
漏
り
、
子
耳
司
空
と
帰
り
、

子
孔
司
徒
と
帰
る
」
な
ど
で
績
か
に
確
認
さ
れ
る
の
み
だ
が
、
「
嘗
園
」
「
矯
政
」
は
官
職
で
は
な
く
具
瞳
的
な
樺
能
で
あ
る
。
魯
に
つ
い
て

も
、
昭
四
に
三
桓
季
叔
孟
が
各
々
司
徒
・
司
馬
・
司
空
で
あ
っ
た
こ
と
、
饗
二
十
一
に
臓
武
仲
が
司
窟
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で

あ
る
。
魯
鄭
の
卿
級
官
職
に
闘
す
る
材
料
が
こ
れ
ら
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
こ
と
自
盟
、
卿
の
権
能
が
官
職
に
伴
う
職
擢
に
由
来
す
る
こ
と
が
徐

(
必
)

程
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
菅
の
卿
に
至
つ
て
は
官
職
を
保
有
し
な
い
こ
と
が
寧
ろ
普
通
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
卿
の
権
能
は
、

-11ー

本
質
的
に
そ
の
卿
と
し
て
の
身
分
に
由
来
し
た
も
の
と
い
え
る
。

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

世
族
支
配
瞳
制
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
統
治
機
構
に
占
め
る
特
定
の
擢
能
が
、
特
定
の
世
族
に
よ

っ
て
世
襲
さ
れ
る
傾
向
が

一
定
程
度

鄭
で
は
筆
頭
の
卿
が
有
す
る

「嘗
園
」
の
権
能
は
、

子
翠
(
宰
氏
、
在
任
初
見
は
前
五
七
一
)
↓
子
朋
(
駒
氏
、
前
五

六
三
〉
↓
子
孔
(
孔
氏
、
前
五
六
一
二
)
の
の
ち
、
子
展
(
宰
氏
、
前
五
五
四
〉
が
承
襲
し
、
以
後
翠
氏
が
世
襲
し
た
。

氏
を
含
む
複
数
の
卿
を
列
奉
す
る
場
合
、

季
氏
を

一
貫
し
て
筆
頭
に
置
き
、
正
卿
の
地
位
を
季
氏
が
世
襲
し
た
こ
と
を
知
る
。
耳
目
で
は
特
定
地

(

印

)

域
と
の
交
渉
を
特
定
の
世
族
が
濁
占
的
に
措
任
し
、
さ
ら
に
は
世
襲
し
て
い
る
。
宋
の
卿
の
官
職
世
襲
も
、
か
か
る
よ
り
普
遍
的
な
権
能
|
擢

盆
世
襲
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
世
族
支
配
瞳
制
に
お
け
る
「
園
」
の
統
治
機
構
は
、
個
々
の
世
族
に
分
割
さ
れ
た
権
能

同
様
に
魯
で
は
、
経
文
が
季

613 

ー
樺
盆
の
複
合
瞳
に
化
し
つ
つ
あ
ア
た
の
で
あ
る
。
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世

族

の

構

造

「
世
族
」
の
稿
謂
は
本
来
、
血
縁
的
集
固
と
し
て
の
貫
態
を
致
想
し
た
も
の
だ
が
、

」
こ
で
は
先
ず
そ
う
し
た
血
縁
を
契
機
と
す
る
集
園
性

が
及
ぶ
範
囲
を
考
え
て
み
よ
う
。

園
君
の
同
姓
分
族
の
場
合
、
特
定
の
園
君
に
出
自
す
る
集
圏
、
即
ち
園
君
の
誼
蹴
+
「
族
」
と
し
て

記
さ
れ
る
も
の
が
最
大
の
単
位
で
あ

(

日

)

(

臼

〉

り
、
そ
の
下
位
匿
分
と
し
て
、
特
定
の
公
子
に
出
自
す
る
「
氏
」
が
あ
る
。
族
と
氏
の
中
聞
に
、
同
母
兄
弟
た
る
公
子
た
ち
に
出
自
す
る
複
数

(

臼

〉

の
氏
が
一
定
の
集
圏
性
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
異
姓
世
族
の
場
合
は
、
氏
が
最
大
の
単
位
と
な
る
。
氏
は
「
室」

と
帯
さ
れ
る
複
数
の
家
系
に

(

臼

〉

分
か
れ
、
室
が
さ
ら
に
官
名
な
ど
に
由
来
す
る
い
わ
ば
二
次
的
な
氏
を
稿
す
る
場
合
も
あ
る
。
本
来
的
に
氏
全
世
の
祭
犯
の
主
宰
者
を
意
味
す

(
日
山
)

る
氏
の
首
長
が
宗
主
で
あ
り
、
世
族
た
る
氏
の
中
で
は
、
卿
位
を
保
有
す
る
も
の
が
宗
主
と
目
さ
れ
た
。
宗
主
の
属
す
る
室
、が

「宗
室
」
で
あ

(

日

)

(

訂

)

り
、
そ
れ
以
外
の
室
が
「
側
室
」
で
あ
る
。

族
は
政
治
的
権
盆
を
共
有
し
た
。
宋
に
お
け
る
卿
級
官
職
世
襲
は
上
述
の
如
く
だ
が
、
父
子
世
襲
が
行
わ
れ
な
い
場
合
も
、
前
任
者
と
同
じ

(
日
)

氏
乃
至
は
少
な
く
と
も
族
の
成
員
に
そ
の
官
職
が
承
聾
さ
れ
た
。
特
定
の
官
職
は
究
極
的
に
は
族
内
部
で
保
持
さ
る
べ
き
権
益
だ

っ
た
の
で
あ

(
回
〉

る
。
魯
の
桓
族

・
鄭
の
穆
族
に
も
同
様
の
拭
況
を
看
取
し
う
る
。
鄭
の
穆
族
に
は
、
世
族
化
開
始
の
時
貼
で
、
婆
公
に
よ
る
子
良
以
外
の
穆
族

- 12ー

追
放
を
子
良
が
垣
み
、
そ
の
結
果
穆
族
全
員
が
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
(
前
六
O
五
〉
。
穆
族
は
一

旦
卿
位
を
濁
占
し
た
後
は
、
卿
の

(
印
)

依
員
が
生
ず
る
と
、

必
ず
穆
族
成
員
で
こ
れ
を
補
填
し
、

卿
位
濁
占
を
維
持
し
た
。
特
定
の
族
が
世
族
と
し
て
複
数
の
卿
位
を
濁
占
す
る
場

合
、
族
に
属
す
る
複
数
の
氏
の
相
互
協
力
が
有
数
に
作
用
し
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
族
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
世
族
化
達
成
が
容
易
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

政
治
的
権
盆
の
共
有
と
表
裏
を
な
し
て
、

宋
の
桓
族
失
脚
(
前
五
七
六
)
の
如
く

一
成
員
の
罪
が
族
全
世
に

及
ぶ
場
合
も
あ
っ
た
。

氏
も
族
と
ほ
ぼ
相
似
的
な
機
能
を
有
し
た
が
、

そ
の
集
園
性
は
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
宋
の
官
職
が
父
子
世
襲
さ
れ
な
い
場
合
、
先
ず
前
任
者



(
引
む

と
同
じ
氏
か
ら
後
任
が
選
ば
れ
た
上
掲
の
事
例
や
、

E

日
の
萄
盈
の
卿
位
承
襲
の
事
例
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
氏
に
も
政
治
的
権
盆
の
共
有
が
や

(

臼

)

(

臼

)

〈

刷

出

〉

は
り
認
め
ら
れ
、
そ
の
他
、
成
員
に
劃
す
る
制
裁
擢
及
び
そ
れ
と
表
裏
を
な
す
封
外
的
連
帯
責
任
、
相
互
扶
助
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

族
・
氏
の
集
圏
性
を
示
す
材
料
を
提
示
し
た
が
、
然
ら
ば
、

こ
れ
ら
の
集
圏
と
し
て
の
意
志
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か。

こ
の
間
題
に
関
連
し
て
次
に
宗
主
の
権
能
を
考
察
し
よ
う
。

先
ず
、
宗
室
・
側
室
の
関
係
だ
が

宗
主
が
側
室
に
一
定
の
影
響
力
を
行
使
す
る
事
例
が
少
な
く
な
い
。

魯
の
叔
仲
氏
は
叔
孫
氏
の
側
室

で
、
文
十
一
経
に
「
叔
仲
彰
生
」
と
記
さ
れ
る
以
上
、
叔
孫
氏
か
ら
正
式
に
濁
立
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
に
も
闘
わ
ら
ず
、
叔
孫
昭
子
が
叔
仲

小
追
放
を
季
卒
子
に
委
ね
ら
れ
た
事
例
(
前
五
三
O
〉
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

-
a
e

、.、

犬
、
刀

か
か
る
世
族
支
配
瞳
制
確
立
期
の
事
例
を
以
て

一
般
化

一
つ
の
氏
が
複
数
の
卿
位
を
保
有
す
る
た
め
、

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
り
早
い
時
期
で
は
、
菅
の
卿
に
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に、

卿
位
を
保
有
す
る
複
数
の
室
の
う
ち
ど
れ
が
最
上
位
、
即
ち
ど
の
卿
が
宗
主
で
あ

っ
た
の
か
、
或
は
抑
も
宗
主
の
存
在
の
有
無
が
不
分
明
な
場

合
も
あ
り
、
先
克
・
先
都
が
同
じ
氏
に
属
し
な
が
ら
卿
位
を
め
ぐ
り
抗
争
し
た
事
例
(
前
六
一

九
|
前
六
一
八
〉
や
、
都
民
の
如
く
宗
主
が
必
ず

(

臼

〉

し
も
氏
の
意
志
を
代
表
し
な
い
事
例
さ
え
認
め
ら
れ
る
。
耳
目
の
場
合
は
寧
ろ
、

一
氏
一
卿
の
傾
向
が
定
着
し
て
の
ち
、

一
つ
の
氏
内
部
で
、
卿

〈
問
山
)

位
を
世
襲
す
る
家
系
が
宗
室
と
し
て
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
卿
位
な
る
氏
に
と
っ

て
本
来
外
在
的
な
要
素

が
、
氏
の
内
部
秩
序
を
規
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
園
」
の
政
治
秩
序
の
前
に
氏
が
本
来
的
に
は
自
律
性
を
依
い
て
い
た
こ

(白む

と
を
示
唆
し
、
卿
の
子
が
父
の
在
任
中
す
で
に
官
職
を
保
有
し
、
父
子
関
係
よ
り
も
官
職
に
仲
う
職
責
を
優
先
さ
せ
る
事
例
や
、
氏
成
員
に
劉

(

印

)

(

侃

)

す
る
宗
主
の
制
裁
擢
が
「
園
」
の
統
治
機
構
に
規
制
さ
れ
る
事
例
、
或
は
宗
主
の
相
績
の
際
、
園
君
や
他
の
世
族
が
こ
れ
に
介
入
す
る
事
例
な

(

叩

)

(

九

〉

ど
は
、
こ
れ
を
傍
謹
す
る
。
夫
人
が
婚
家
よ
り
賓
家
の
利
盆
を
優
先
す
る
事
例
や
、
主
従
闘
係
が
父
子
関
係
に
優
先
さ
れ
る
事
例
は
、

妻
子
に

〈

η
)

劃
し
て
さ
え
も
絶
封
的
な
宗
主
権
が
存
在
し
な
か
?
た
こ
と
を
明
示
し
、
氏
の
意
志
決
定
過
程
に
お
け
る

「
父
兄
」
の
介
入
も
、
こ
の
推
測
を

支
持
す
る
。
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従
っ
て
、
側
室
へ
の
影
響
力
を
嘗
然
現
す
る
よ
う
な
強
固
な
宗
主
権
或
い
は
氏
の
集
圏
性
と
い
っ
た
も
の
は
、
例
え
ば
氏
族
制
の
遺
制
と
い



616 

っ
た
無
前
提
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
卿
位
を
世
襲
す
る
家
系
が
、
そ
の
政
治
的
地
位
を
契
機
に
氏
内
部
へ
の
座
倒
的
な
影
響
力
を
構

築
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、

要
す
る
に
、
世
族
形
成
な
る
政
治
過
程
及
び
世
族
宗
主
の
特
定
時
期
に
お
け
る
政
治
力
の
強
弱
と
い
う

文
脈
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
も
の
と
な
る
。

(
竹
川

)

家
臣
は
一
定
の
手
績
に
よ
り
世
族
宗
主
と
の
聞
に
主
従
関
係
を
設
定
し
、

特
定
の
職
役

(

九

)

(

万

)

を
分
掌
す
る
な
ど
の
奉
仕
の
代
償
に
、

ロ巴
田
を
賜
興
さ
れ
た
。

家
臣
の
出
自
は
多
様
で
、
他
園
出
身
者
を
任
用
す
る
事
例
や
、
魯
の
部
た
る
庚

世
族
及
び
そ
の
他
の
支
配
層
は
家
臣
を
擁
し
た
。

宗
出
身
の
聾
牛
が
叔
孫
氏
の
「
魚
政
」
を
鎗
嘗
し
た
事
例
(
前
五
三
八)、

『
日
戸
訓
話
回
』

に
頻
見
す
る
孔
門
弟
子
の
仕
官
な
ど
は
、
家
臣
の
身
分
的

(

苅

)

無
限
定
性
を
一
示
す
。
世
族
支
配
瞳
制
と
の
閥
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大
夫

・
公
子
層
出
身
者
が
家
臣
と
な
る
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

覇
者

瞳
制
下
の
同
盟
内
卒
和
強
制
の
た
め
、
支
配
層
の
う
ち
世
族
以
外
の
部
分
が
邑
田
獲
得
を
最
早
期
待
で
き
ず
、
世
族
の
庇
護
下
に
そ
の
経
済
的

基
盤
を
求
め
た
場
合
、
即
ち
支
配
層
の
南
極
分
解
に
由
来
す
る
場
合
も
嘗
然
想
定
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、

家
臣
が
主
君
の
賜
興
以
外
に
猫
自
の
経

(
作
)

済
的
基
盤
を
有
し
た
と
推
定
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
の
で
、
主
従
関
係
の
設
定
を
経
済
的
要
因
の
み
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
身
分
的
安

(
河
)

定

・
上
昇
な
ど
の
恩
恵
を
期
待
し
て
、
い
わ
ば
政
治
的
要
因
に
基
づ
き
主
従
関
係
が
設
定
さ
れ
る
場
合
も
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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世
族
に
結
集
す
る
人
的
結
合
開
係
は
、
直
接
の
血
縁
或
は
主
従
闘
係
に
基
づ
く
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。
世
族
宗
主
が
相
互
に
私
的
な
協
力
闘

好
関
係
を
設
定
す
る
事
例
も
頻
見
し
、

係
を
と
り
結
ぶ
事
例
や
、
大
夫
・
公
子
層
な
ど
支
配
層
の
よ
り
弱
瞳
な
部
分
が
政
治
的
庇
護
を
求
め
、
婚
姻
な
ど
を
契
機
に
世
族
宗
主
と
の
友

(
河
)

か
く
形
成
さ
れ
た
集
園
は
「
黛
」
と
稽
さ
れ
る
。
さ
ら
に
世
族
は
戦
時
に
は
軍
帥
と
し
て
園
人
を
統
率

し
た
が
、
か
か
る
統
属
関
係
が
、

(

加

)

九
七
)
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
卒
時
に
持
ち
越
し
う
る
人
的
結
合
関
係
構
築
の
契
機
に
な

っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

(
引
叫
)

賑
仙
な
ど
の
恩
恵
を
園
人
に
施
し
、
そ
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
で
政
治
的
地
位
の
保
全
に
務
め
た
の
で
あ
る
。

抑
制
の
役
の
際
、

「
下
軍
之
士
」
の
多
数
が
下
軍
大
夫
で
あ
っ

た
知
荘
子
に
自
設
的
に
随
従
し
た
事
例
(
前
五

世
族
は

一
方
で



第
三
章

世
族
支
配
瞳
制
の
解
憧

覇
者
瞳
制
の
解
瞳

世
族
支
配
瞳
制
下
の
「
園
」
の
統
治
機
構
が
複
数
世
族
の
権
能
|
権
盆
の
複
合
瞳
と
化
し
つ
つ
あ
ア
た
こ
と
は
上
越
の
如
く
で
あ
る
が
、
耳目

に
お
い
て
も
、
魯
の
叔
孫
僑
如
の
季
氏
・
孟
氏
追
放
陰
謀
を
め
ぐ
る
衛
氏
と
繁
氏
・
中
行
氏
の
封
立
(
前
五
七
五
)
の
如
く
、

個
々
の
世
族
が

濁
自
に
外
交
を
展
開
す
る
よ
う
な
朕
況
に
陥
っ
た
。
亙
田
楚
封
立
が
績
く
う
ち
は
、

E

自
の
世
族
は
三
軍
六
卿
制
に
基
づ
き
晋
の
軍
事
行
動
を

一
元

そ
う
し
た
軍
事
力
は
、
同
盟
園
に
封
し
、
既
存
の
世
族
支
配
瞳
制
を
維
持
せ
し
め
る
方
向
に
作
用
し
た
。

的
に
遂
行
し
え
た
の
で
あ
り
、

菅
の
従
前
の
軍
制
の
急
速
な
解
瞳
を
叔
向
が
謹
言
し
(
前
五
三
九
)
、

「
耳
目
政
多
門
」
が
膏
の
一
貫
し
た
封
外
政
策
を
最
早
不
可
能
と
し
、
延
い
て
は
晋
の
軍
事
的
頑
勢
を
も
た
ら
す
こ
と
を
正
に
預
言
し
て
い
る

〈
位
)

耳
目
楚
講
和
の
の
ち
、
E

自
の
軍
事
行
動
は
、
中
行
呉
の
主
導
下
で
専
ら
太
行
山
脈
以
東
の
秋
に
向
け
ら
れ
る
が
、
活

・
中
行
の
劃

と
こ
ろ
が
、

前
五
四
六
年
、

亙
田
楚
講
和
が
成
立
す
る
と
、

子
産
は
、
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(
前
五
二
九
)
。

(
前
四
九
七
|
前
四
八
九
〉
で
、

二
氏
が
こ
の
地
域
を
根
接
地
と
し
た
こ
と
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
中
行
氏
の
勢
力
扶
植
を
窺
わ
せ
、
中
行
呉
の
軍

事
行
動
が
、
覇
者
と
し
て
の
育
園
の
利
害
以
上
に

一
世
族
と
し
て
の
中
行
氏
の
利
害
に
動
機
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
前
五
四

0
年
代
に
は
、
費

・
衛
で
既
存
の
世
族
支
配
瞳
制
が
解
韓
し
、

衣
い
で
前
五
二

O
年
前
後
に
は
衡
の
湾
豹
の
凱
(
前

五
二
二
〉
・
宋
の
華
氏
の
凱
(
前
五
二
二
|
前
五
二
O
γ
周
の
王
子
朝
の
観
(
前
五
二
O
|
前
五
二
0
・
魯
昭
公
出
奔
(
前
五
一
七
)
な
ど
世
族
支
配

憧
制
の
矛
盾
に
起
因
す
る
内
凱
が
績
渡
す
る
。
中
原
東
端
に
位
置
す
る
湾
は
、
豆
田
覇
の
影
響
が
最
も
稀
薄
で
あ
り
、
前
五
四

0
年
代
に
衡
の
内

紛
を
主
導
し
た
献
公
は
そ
の
賓
の
支
持
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
二
園
は
音
覇
の
弛
緩
に
最
も
敏
感
に
反
躍
す
る
傑
件
を
備
え
て
い
た
の
で
あ

(
回
)

る
。
ま
た
前
五
二

0
年
代
の
諸
園
の
内
範
に
は
い
ず
れ
も
斉
楚
呉
な
ど
同
盟
外
諸
国
の
介
入
が
認
め
ら
れ
る
。
前
六
世
紀
後
半
の
中
原
に
お
け

617 

る
世
族
支
配
瞳
制
の
動
箔
に
認
め
ら
れ
る
共
時
性
が
E

日
覇
の
額
勢
に
起
因
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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(1)文公
659-635 

(2)成公
634-600 

(3)穆公

「一一→公子黒背 (4)定公

(6)公孫剰 (5，7)献公

〔子叔氏J 547-544 

口

口

大叔儀北宮括

I 
(二代) (二代)

I 
大叔遺北宮結
〔大叔氏) (北宮氏〕

(8)裏公
543-535 

(9)霊公
534-493 

口 公孟繁

(12)公孫般師公孟殖公子郵

478 (公孟氏J[南氏〕

(13)公子起(11)荘公 (15)悼公
478-477ω478 470-451 

(10，14)出公
492-480 
477-470 

世
族
支
配
瞳
制
の
解
瞳

衡の系譜(文公の i659-635Jは前659一前635年在位を示す。以下同じ)

|
|
衝
の
場
合
|
|

湾
・
衛
に
お
い
て
は
事
態
が
急
速
に
進
行
し
、

『
左
俸
』
の
年
代
記
的
記
述
の
終
末
(
前
四
六
八
〉
ま

で
に
、
世
族
支
配
瞳
制
を
克
服
し
た
新
し
い
統
治
瞳

制
構
築
へ
の
方
向
が
先
騒
的
に
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
一
つ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
衛
の
動
向
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
世
族
支
配
瞳
制
解
瞳
の
具
瞳
相
を
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解
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

衛
で
は
、

武
公
ハ
前
八
一
二
前
七
五
八
)
に
出
自

す
る
孫
氏
・
箆
氏
の
他
、
石
氏
・
孔
氏
が
世
族
化
し

定
公
は
前
五
八
四
年
、
孫
林
父
を
追
放
し
た

?こが
、
孫
氏
は
先
代
の
孫
良
夫
以
来
、
耳
目
の
軍
事
行
動

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
推
進
し
た
(
前
五
八
九
・
前
五

八
八
・
前
五
八
五
年
)
。
前
五
九

0
年
代
以
降
の
音
の

軍
事
行
動
の
念
速
な
増
加
に
基
づ
く
、
園
人
の
軍
事

的
負
携
増
大
が
、
孫
氏
へ
の
反
感
を
醸
成
し
、
定
公

の
孫
林
父
追
放
に
有
利
に
作
用
し
た
こ
と
は
、
容
易



(
山
凹
)

に
推
測
し
え
よ
う
。
定
公
・
献
公
は
園
君
に
よ
り
近
い
分
族
た
る
穆
族
子
叔
氏
・
成
族
北
宮
氏
を
卿
に
任
じ
て
世
族
へ
の
封
抗
を
圃
っ
た
が
、

前
五
七
七
年
、

E

回
一
は
孫
林
父
の
復
位
を
強
制
し
、
前
五
五
九
年
、
孫
林
父
・
箆
殖
は
子
叔
氏
の
公
孫
剰
を
擁
立
し
て
献
公
を
遁
放
し
、
二
氏
に

よ
る
支
配
瞳
制
を
確
立
し
た
。
衛
に
お
け
る
世
族
支
配
瞳
制
確
立
が
や
は
り
E

早
朝
の
動
向
に
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
と
こ

ろ
が
、
衡
に
お
け
る
世
族
支
配
瞳
制
は
、
前
五
四

0
年
代
に
は
早
く
も
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

前
五
四
七
年
、
献
公
は
霧
喜
に
専
権
を
約
束
し
孫
氏
を
追
放
さ
せ
た
。
前
五
五

0
年
代
に
入
っ
て
も
、
衛
の
軍
事
行
動
は
音
の
劉
湾
戦
へ
の

参
加
な
ど
依
然
頻
繁
で
、
密
喜
が
園
人
を
動
員
し
、
孫
氏
追
放
に
成
功
し
た
の
は
、
正
卿
孫
林
父
が
主
導
す
る
箪
事
行
動
へ
の
不
満
に
乗
じ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
氏
専
権
は
、
前
五
四
六
年
、
献
公
の
霧
喜
訣
殺
で
崩
壊
し
、
献
公
は
賓
喜
の
「
黛
」
と
し
て
前
五
四
五

年
、
石
悪
を
追
放
し
、
こ
こ
に
衛
で
は
東
遁
期
以
来
の
世
族
が
ほ
ぼ
一
掃
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
饗
氏
討
滅
は
公
孫
克
徐
が
主
導
し
、

討
滅
後
の
行
賞
で
は
文
族
大
叔
氏
が
卿
に
登
用
さ
れ
、
ま
た
孫
露
政
権
下
に
見
え
な
か
っ
た
成
族
北
宮
氏
が
復
活
し
、
そ
の
他
湾
氏
が
卿
と
な

っ
た
。
衛
に
お
け
る
世
族
支
配
瞳
制
解
瞳
は
、
公
子
・
大
夫
層
の
世
族
打
倒
と
評
債
で
き
る
が
、
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
瞳
制
そ
の
も
の

の
襲
質
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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育
居
輔
の
同
盟
内
卒
和
強
制
が
、
中
原
諸
侯
園
の
邑
田
獲
得
を
停
止
さ
せ
た
こ
と
は
後
護
家
系
の
世
族
化
を
抑
制
す
る
貼
、
世
族
支
配
韓
制
確

立
に
有
利
に
作
用
し
た
が
、
一
方
で
、
支
配
層
内
部
に
お
け
る
世
族
と
そ
れ
以
外
の
部
分
と
の
矛
盾
を
蓄
積
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
世
族
は
菅
覇

の
支
持
に
依
存
し
た
た
め
、
耳
回
の
軍
事
行
動
に
協
力
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
軍
事
的
負
据
は
世
族
と
園
人
と
の
矛
盾
を
増
大
さ
せ
た
。
加
え

て
、
世
族
は
自
分
自
身
の
分
族
の
増
加
と
い
う
内
的
な
矛
盾
に
も
直
面
し
て
い
た
。
世
族
の
複
数
並
立
は
、
個
々
の
世
族
の
恋
意
を
稀
薄
化
さ

せ
、
世
族
支
配
瞳
制
を
非
人
格
化
し
安
定
さ
せ
て
い
た
が
、
矛
盾
の
深
刻
化
に
直
面
し
た
世
族
は
、
他
世
族
打
倒
に
よ
る
擢
盆
再
分
配
を
志
向

〈
部
)

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
再
分
配
が
支
配
層
の
他
の
部
分
に
及
ぶ
場
合
、
そ
れ
は
支
配
層
の
他
の
部
分
の
不
満
を
瞳
制
そ
の
も
の
か
ら
反
ら
し
、

瞳
制
の
延
命
に
寄
興
し
た
が
、
一
般
に
は
世
族
自
身
の
擢
盆
援
大
が
専
ら
志
向
さ
れ
た
。
霧
氏
の
専
権
樹
立
は
正
に
そ
う
し
た
も
の
で
あ
り
、

魯
の
叔
孫
僑
如
(
前
五
七
五

γ
鄭
の
子
孔
(
前
五
五
五
)
・
斉
の
慶
封
(
前
五
四
六
)
の
事
例
に
も
同
様
の
志
向
を
看
取
し
う
る
。
従
っ
て
専
樺
樹
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立
は
、

一
切
の
矛
盾
が
一
世
族
に
集
中
す
る
極
め
て
不
安
定
な
局
面
を
現
出
し
た
の
で
あ
り
、
寛
氏
波
落
は
か
か
る
不
安
定
性
に
基
づ
く
も
の

で
あ
っ
た
。

街
で
は
、
第
氏
を
打
倒
し
た
北
宮
氏

・
費
氏
な
ど
が
世
族
化
を
志
向
し
た
た
め
、
従
来
の
支
配
層
内
部
の
矛
盾
が
再
現
さ
れ
た
。
前
五
二
二

年
の
内
凱
は
、
湾
豹
と
霊
公
の
庶
兄
公
孟
繁
と
の
、
同
ち
新
興
世
族
封
公
子
層
の
封
立
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

前
五

O
六
年
の
召
陵
の
舎

・
皐
馳
の
盟
は
、
E
日一
覇
の
下
の
最
後
の
舎
盟
で
あ
り
、
ほ
ど
な
く
中
原
諸
侯
園
は
い
ず
れ
も
菅
の
同
盟
か
ら
離
脱

し、

E

日
の
覇
者
睦
制
の
も
と
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
世
族
支
配
睦
制
下
の
矛
盾
が
一
奉
に
願
在
化
し
、
何
ら
か
の
内
紛
が
記
述
さ
れ
な

い
年
次
は
な
い
と
い
っ
た
朕
態
に
陥
る
。
前
五
四

0
年
代
の
段
階
で
す
で
に
世
族
支
配
瞳
制
が
一
旦
解
醒
し
て
い
た
衡
に
お
い
て
、
そ
の
内
紛

は
最
も
先
進
的
な
性
格
を
示
す
も
の
と
な

っ
た
。
前
四
九
七
|
前
四
九
六
年
、
霊
公
夫
人
南
子
と
の
樹
立
で
大
子
刺
積

(
荘
公
)
・
北
宮
結

・
公

孟
彊
が
出
奔
し
、
前
四
八

O
年
の
旺
公
の
即
位
後
、

公
孟
彊
(
前
四
八
五
に
錫
園
〉

・
孔
慢

・
大
叔
遣
が
追
放
さ
れ
、

前
回
七
八
|
前
四
七
七
年
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の
耳
日
の
出
兵
か
ら
出
公
復
位
に
至
る
過
程
で
、
石
圃
が
追
放
さ
れ
た
。
か
く
し
て
衛
で
は
新
奮
世
族
が
一
掃
さ
れ
た
。

世
族
消
滅
に
乗
じ
て
専

権
を
圃

っ
た
出
公
は
、
前
回
七

O
年
、
大
夫

・
公
子
層
の
造
反
で
出
奔
し
、
霊
族
南
氏
が
悼
公
を
擁
立
し
た
。

が
闘
止
を
登
用
し
て
陳
氏
に
封
抗
さ
せ
た
事
例
(
前
四
八
一
)
や

衛
荘
公
の
孔
僅
追
放
が
家
臣
の
策
謀
に
基
づ
く
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
衛
で
は
園
君
が
家
臣
圏
を
形
成
し
、

専
権
を
志
向
し
た
。
斉
簡
公

宋
景
公
の
側
近
た
る
大
晋
ノ
が
世
族
排
除
を
園
っ
た
事
例
(
前
四
六
九
)
も
同

援
に
許
債
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
闘
君
の
下
に
複
数
の
世
族
が
並
立
し
て
統
治
機
構
を
構
成
す
る
醤
来
の
世
族
支
配
鐙

制
を
克
服
し
た
園
君
事
権
に
よ
る
統
治
機
構

一
元
化
の
試
み
で
あ
り
、
戦
園
以
降
の
趨
勢
を
先
取
り
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

春
秋
的
政
治
社
合
秩
序
の
獲
質

前
五
世
紀
初
頭
の
衛
で
園
君
に
よ
り
先
騒
的
に
志
向
さ
れ
た
専
権
は
、
戦
園
初
期
以
降
の
中
原
諸
侯
固
に
お
い
て
、
劉
抗
勢
力
の
排
除
に
成

功
し
た
園
君
や
世
族
宗
主
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
問
、

こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
政
治
祉
舎
的
環
境
の
獲
質
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
饗



質
過
程
は
少
な
く
と
も
戟
園
初
期
ま
で
縫
情
相
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
加
え
て
専
権
樹
立
に
は
、
他
園
と
の
関
係
な
ど
の
外
的
篠
件
が
有
数
に

(
m
w
)
 

作
用
し
た
場
合
も
想
定
し
う
る
の
で
、
戦
園
初
・
中
期
の
政
治
過
程
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
現
在
の
研
究
水
準
で
は
十
分
な
解
明
は
な
し

難
い
が
、
襲
質
の
端
緒
と
評
債
し
う
る
材
料
を
春
秋
期
に
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る。

世
族
宗
主
の
擢
能
が
、
そ
れ
自
瞳
と
し
て
は
本
来
必
ず
し
も
強
固
で
な
か
っ
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
音
覇
の
下

に
お
け
る
邑
田
獲
得
の
停
止
に
よ
り
、
不
断
に
増
加
す
る
世
族

一
般
成
員
が
経
済
的
基
盤
を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
結
果
、
既
得
権
盆
を

有
す
る
宗
主
と
一
般
成
員
と
の
聞
の
懸
隔
が
撲
大
し
た
。
前
六
世
紀
後
牢
以
降
、
世
族
劃
大
夫
・
公
子
層
の
内
戦
の
際
に
認
め
ら
れ
る
、
世
族

(凹む

の
一
般
成
員
が
反
世
族
側
に
荷
捨
す
る
事
例
は
、
世
族
内
部
の
宗
主
劃
一
般
成
員
の
矛
盾
の
尖
鋭
化
を
反
映
す
る
が
、
一
方
で
同
じ
頃
か
ら
世

(
m
m
)
 

族
一
般
成
員
が
宗
主
と
の
聞
に
主
従
閥
係
を
特
に
設
定
す
る
事
例
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
宗
主
の
世
族
内
部
に
お
け
る
専
権
形
成
が
進
行
し

て
い
る
。

宗
主
に
よ
る
専
権
形
成
に
関
連
し
て
、
家
臣
制
の
新
局
面
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
園
君
や
世
族
宗
主
と
家
臣
の
聞
の
主
従
閥
係

の
あ
り
か
た
は
多
様
で
あ
る
。
数
世
代
に
亙
っ
て
主
従
関
係
が
縫
績
し
、
主
君
の
恩
恵
に
家
臣
が
死
を
以
て
報
い
る
よ
う
な
強
固
な
闘
係
が
俸

(

m
凹

)

(

m

別
〉

〈
川
出
〉

え
ら
れ
る
一
方
で
、
家
臣
の
側
か
ら
主
従
闘
係
を
解
消
す
る
場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
は

主
君
棋
殺
な
ど
に
立
ち
至
る
場
合
さ
え
あ

っ
た
。
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方
で
、
孟
荘
子
(
前
五
五
四
|
前
五
五
O
在
位
)
が
父
ハ
孟
献
子
)
の
「
臣
」
を
改
め
な
か
っ
た
こ
と
が
「
孝
」
で
あ
る
と
賞
賛
さ
れ
る
事
例
(
『
論

語
』
子
張
〉
は
、
主
従
関
係
が
そ
の
一
方
の
嘗
事
者
た
る
主
君
の
死
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
寧
ろ
常
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、

要
す
る

か
か
る
側
面
は
、
春
秋
期
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
、

に
春
秋
期
の
主
従
関
係
は
、
基
本
的
に
は
主
従
聞
の
す
ぐ
れ
て
人
格
的
な
結
合
関
係
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
主
従
関
係
の

(

但

)

ま
た
お
そ
ら
く
は
そ
れ
以
前
よ
り
存
在
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
政
治
一
位
舎
秩
序
の
獲
質
に
閥

連
し
て
寧
ろ
強
調
さ
る
べ
き
は
、
孔
門
が
「
道
」
に
基
づ
く
主
従
関
係
を
主
張
し
た
事
例
(
『
論
語
』
先
進
〉
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
主
従
関

係
の
客
親
化
、
人
格
性
排
除
の
側
面
で
あ
る
。
か
か
る
側
面
は
、
主
君
が
「
道
」
を
逸
脱
す
れ
ば
関
係
を
解
消
す
べ
し
と
い
う
『
論
語
』
の
主

張
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
嘗
面
、
主
君
の
側
に
有
利
に
作
用
し
た
と
は
限
ら
な
い
が
、

主
従
関
係
の
非
人
格
化
は
、
間
ち
主
君
の
権
力
の
公
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権
化
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、

か
か
る
志
向
は
、
園
君

・
世
族
宗
主
の
家
臣
園
が
個
々
の
主
従
闘
係
の
車
な
る
堆
積
か
ら
、
戦
園
期
の
官
僚
制

的
に
編
成
さ
れ
た
統
治
機
構

へ
と
展
開
す
る
第
一
歩
を
示
す
も
の
と
評
債
し
え
よ
う。

春
秋
期
に
お
い
て
園
君
或
は
一
世
族
の
恋
意
を
抑
制
し
た
の
が

い
う
ま
で
も
な
い
。

「
園
」
の
軍
事
力
の
主
要
部
分
を
占
め
た
園
人
の
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
は

『
左
停
』
の
記
述
が
終
わ
る
ま
で
一
個
の
社
舎
的
階
層
と
し
て
の
園
人
は
健
在
で
あ
り
、
宋
景
公
死
後
の
公
位
縫
承
紛
争

(
前
四
六
九
)
や
魯
哀
公
出
奔
(
前
四
六
八
〉
の
経
緯
に
認
め
ら
れ
る
如
く
、

か
れ
ら
は
諸
侯
園
の
内
凱
に
お
い
て
依
然
一
定
の
役
割
を
占
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
専
権
樹
立
に
は
園
人
の
軍
事
力
の
克
服
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

後
述
の
園
人
と
は
別
個
の
来
源
に
基
づ
く
軍
事
力
の

創
出
の
ほ
か
、
園
人
自
睦
の
解
睦
に
よ
り
質
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
硯
貼
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
五
六
二
年
の
魯
の
一一
一桓

(
回
)

三
桓
の
園
人
家
臣
化
と
し
て
評
債
さ
れ
て
き
た
。

に
よ
る
三
軍
創
設
で
あ
る
。

従
来
こ
の
措
置
は
、

確
か
に
、

前
四
八
四
年
の
賓
の
来
冠
の

際
、
魯
は
孟
諦
子
洩
(
孟
氏
の
嗣
子

γ
舟
求
〈
季
氏
の
宰
)
が
軍
帥
を
務
め
、
三
桓
の
家
臣
圏
を
中
核
と
し
て
園
人
を
編
成
す
る
軍
制
を
採
用
し

開
係
の
設
定
と
看
倣
す
こ
と
は
、
園
人
全
睦
の
規
模
の
大
き
さ
か
ら
い
っ
て
困
難
で
あ
り
、
加
え
て
上
越
の
如
く
、

『
左
停
』
の
記
述
が
終
わ
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て
お
り
、

園
人
の
家
臣
化
が
軍
制
上
質
現
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
だ
が
、

」
の
「
家
臣
化
」
を
、
先
に
見
た
個
別
的
人
格
的
な
主
従

る
ま
で
魯
の
園
人
は
一
個
の
祉
舎
的
階
層
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

三
軍
創
設
に
伴
う
軍
制
上
の
家
臣
化
を
、
祉
舎
的
貫
睦
と

し
て
の
園
人
の
解
躍
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
寧
ろ
注
目
す
べ
き
は
、

こ
の
三
軍
創
設
の
際
、

季
氏
が
自
己
の
統
率
下
に
あ
っ
た
園

人
に
劉
し
、

「
其
の
役
邑
を
以
て
入
る
者
は
征
無
く
、
入
ら
ざ
る
者
は
征
を
倍
に
す
」
と
二
者
捧
一
を
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
間
ち
園
人
の
開

を
含
む
「
園
」
外
の
邑
田
を
保
有
し
、

に
異
な

っ
た
燦
件
を
そ
れ
ぞ
れ
選
探
す
る
よ
う
な
利
害
の
不

一
致
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
園
人
は

「役
邑
」

と
稽
さ
れ
る
も
の

(
倒
)

そ
の
代
償
に
軍
役
な
ど
を
負
措
す
る
小
領
主
で
あ
司
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
前
五
六
二
年
に
は
、
耳目

鄭
の
講
和
が
よ
う
や
く
成
立
し
て
お
り
、

」
れ
以
前
魯
は
断
道
の
盟
(
前
五
九
二
)
で
の
同
盟
復
間
後
、

頻
度
を
加
え
る
耳
目
の
軍
事
行
動
に

貫
し
て
参
加
し
た
。
こ
う
し
た
軍
事
的
負
措
が
園
人
の
階
層
と
し
て
の
一
睡
性
を
侵
蝕
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
、
季
氏
の
提

示
し
た
選
捧
肢
は
、
園
人
解
韓
の
第
一
歩
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。



世
族
の
「
部
」
支
配
に
つ
い
て
は
具
瞳
的
な
材
料
が
乏
し
く、

の
が
、
昭
五
(
前
五
三
七
〉
の
音
の
韓
氏
が
「
七
邑
」
に
「
賦
」

そ
の
出
現
質
を
追
跡
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
軍
制
と
の
開
係
で
注
目
さ
れ
る

(
軍
役
)
を
課
し
た
と
い
う
謹
言
で
あ
る
。

同
じ
記
事
に
音
に
は
そ
の
他

「
四

千
」
乗
の
動
員
力
を
も
っ
「
四
十
牒
」
が
あ
る
と
見
え
、

(
何
)

動
員
力
は
千
乗
が
ほ
ぼ
上
限
な
の
で
、
個
々
の
邑
の
動
員
力
は
「
園
」
の
十
分
の

一
に
遁
ぎ
な
い
が
、
韓
氏
の
如
き
は
七
ロ
巴
で
七
百
乗
、
国
人

を
糟
動
員
し
た
も
の
の
三
分
の
二
に
相
賞
す
る
軍
事
力
を
保
有
し
た
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
軍
事
力
は
卒
常
は
複
数
の
邑
に
分
散
し
て
い
た
わ

一
色
嘗
た
り
百
乗
程
度
の
動
員
力
を
有
し
た
こ
と
を
知
る
。
嘗
時
の
「
園
」
の
み
の

「
園
」
内
に
お
け
る
政
獲
の
如
き
念
場
に
は
間
に
合
わ
ず
、
そ
う
し
た
場
面
で
は
や
は
り
園
人
の
軍
事
力
が
有
数
だ

っ
た
わ
け
だ

が
、
活
・
中
行
の
観
(
前
四
九
七
|
前
四
八
九
)
で
、

け
だ
か
ら
、

反
観
者
側
が
太
行
山
脈
以
東
の
諸
邑
に
擦
っ
た
事
例
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、

邑
は
長
期

化
・
贋
域
化
し
た
内
凱
を
「
園
」
に
抗
し
て
維
持
す
る
だ
け
の
軍
事
力
を
世
族
に
提
供
し
た
の
で
あ
り
、
邑
支
配
の
展
開
は
、
園
人
の
軍
事
力

負
捲
に
基
づ
く
世
族
へ
の
規
制
力
を
相
劃
的
に
減
殺
し
て
い
く
こ
と
と
と
な
っ
た
。
無
論
、
世
族
の
ロ
巴
の
居
民
に
つ
い
て
も
閤
人
と
同
様
に
、

〈

m
m
)

そ
の
軍
事
力
に
依
存
し
て
世
族
に
抵
抗
す
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、

複
数
の
邑
が

一
致
し
て
世
族
に
針
抗
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
ロ
巴
の
抵
抗

が
個
別
的
で
あ
る
以
上
、
そ
う
し
た
抵
抗
は
個
別
的
に
撃
破
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
園
人
は

「
園
」
に
集
住
す
る
こ
と
で
祉
舎
的
階
層
と
し
て

の
一
睡
性
を
保
持
し
、
そ
の
こ
と
が
「
園
」
の
支
配
層
に
劃
す
る
園
人
の
規
制
力
を
裏
付
け
た
の
だ
が
、
同
様
の
規
制
力
を
複
数
の
邑
の
集
積

に
期
待
す
る
こ
と
は
本
来
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
か
っ
、
巴
支
配
が
数
量
的
に
増
大
し
、
贋
域
化
し
た
場
合
、
世
族
宗
主
の
側
は
、

最
早
邑
の

居
民
と
の
聞
に
人
格
的
支
配
従
属
関
係
を
構
築
し
そ
れ
に
依
存
す
る
と
い
っ
た
支
配
方
式
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
邑
支
配
展
開
過
程

に
お
け
る
人
格
的
要
素
の
排
拭
は
、
戦
園
期
以
降
、
園
君
或
は
世
族
宗
主
を
頂
黙
に
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
司
た
専
権
の
公
権
性
を
高
め
、
そ
の
官

- 21ー

僚
制
的
編
成
を
促
進
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
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一
覇
者
瞳
制
解
瞳
の
結
果
、
園
君
の
下
に
複
数
の
世
族
が
統
治
機
構
を
構
成
す
る
中
原
諸
侯
園
の
世
族
支
配
瞳
制
は
動
揺
し
、
街
で
は
園
君
の
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専
権
が
挫
折
は
し
た
も
の
の
先
騒
的
に
試
み
ら
れ
た
。
園
君
或
は
世
族
宗
主
が
封
抗
勢
力
を
打
倒
し
て
一
導
権
を
確
立
す
る
の
は
、
戦
園
初

・
中

③
園
君
の
世
族
解
瞳
(
魯
)
な
ど
種
々
の
形
態
に
よ
り

期
に
降
り
、
そ
れ
は
、
①
世
族
の
公
位
纂
奪
(
斉
郷
宋
街
〉
、

(
巾
別
)

達
成
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
は
園
に
よ
り
遅
早
は
あ
る
が
、
概
ね
前
回
世
紀
中
葉
ま
で
縫
績
し
、
春
秋
晩
期
に
顛
在
化
し
た
政
治
社
曾
的
矛
盾
は

②
世
族
の
分
立
(
菅
周
)
、

ほ
ぼ
一
世
紀
牢
を
鰹
て
、

よ
う
や
く
克
服
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る。

世
族
の
消
長
な
る
覗
貼
に
立
て
ば
、
東
遜
期
以
来
四
世
紀
半
の
中
原
諸
園
の
政
治
社
曾
的
動
向
は
、

①
世
族
形
成

(前
七
七
O
|
前
六
三
二
)
、

が
可
能
と
な
る
。

②
世
族
支
配
瞳
制
(前
六
三
二
|
前
五
O
六
〉、

③
世
族
解
睦
(
前
五
O
六
l
前
回
世
紀
中
葉
〉
な
る

ほ
ぼ
均
等
な
三
期
に
区
分
し
て
理
解
す
る
こ
と

か
か
る
作
業
恒
読
に
よ

っ
て
と
り
わ
け
春
秋
晩
期
か
ら
戦
園
初
・
中
期
を
通
時
的
具
瞳
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
可

能
な
作
業
と
な
ろ
う
。
た
だ
奮
稿
以
来
筆
者
の
分
析
劃
象
は
、
地
域
的
に
は
専
ら
中
原
に
局
限
さ
れ
て
お
り
、
先
秦
期
の
総
合
的
理
解
に
は
、

中
原
以
外
の
地
域
の
検
討
を
要
す
る。

中
原
に
比
べ
乏
し
い
と
は
い
え
、
検
討
可
能
な
史
料
を
擁
す
る
楚

・
秦
に
つ
い
て
、
東
遜
期
よ
り
戦
園

初
・
中
期
に
至
る
通
時
的
分
析
が
要
請
さ
れ
る
。
以
て
爾
後
の
課
題
と
し
た
い。

- 22-

註(
1
)

春
秩
政
治
史
研
究
史
の
整
理
批
剣
は
、
戦
後
歴
史
皐
の
総
括
を
ふ
ま

え
た
上
で
濁
立
の
文
章
に
お
い
て
よ
う
や
く
な
し
う
る
も
の
で
あ
り
、

本
稿
で
は
割
愛
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
が、

最
近
の
研
究
動
向
を
示
す

も
の
と
し
て
、
松
井
嘉
徳

「鄭
の
七
穆
1
l春
秋
世
族
論
の
一
置
と
し

て
|
|
」

(『古
代
文
化
』
四
四
一
、
一
九
九
二
)
を
参
見
さ
れ
た

(

2

)

拙
稿

「春
秋
菅
瀦
考
」

(
『史
林
』
七
六

|
三
、
一
九
九
三
)
。

(

3

)

本
稿
に
用
い
る
時
代
区
分
呼
稽
の
紹
封
年
代
は
次
の
如
く
で
あ
る。

東
遜
期

(
前
七
七
O
|
前
七
二
三
〉

・
春
秋
初
期
(
前
七
二
二
1

前
六

一
二
二
)
・
春
秩
中
期
(
前
六
三
二
|
前
五
O
六
)
・
春
秩
晩
期

(
前
五
O

六
|
前
四
六
八
)
・
戟
園
初
期

(前
四
六
八
|前
三
七
O
頃
)
・
戟
圏
中

期

(
前
三
七
O頃
1

前
三
O
O
頃
〉
。

(
4
〉
魯
で
は
、
前
六
三
二
年
の
践
土
の
盟
の
時
黙
で
、
孝
族
(
孝
公
は

『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
に
よ
れ
ば
前
八
O
六
|
前
七
六
九
在
位
。
以

下
同
表
に
よ
る
年
代
は
一
々
注
記
し
な
い
)
敏
氏
・

三
桓
(
桓
公
は
前

七
一
一
|
前
六
九
四
在
位
)
・
荘
族
(
荘
公
は
前
六
九
三
l
前
六
六
二

在
位
)
東
門
氏
が
卿
位
に
あ
り
、
宋
で
は
春
秋
中
期
ま
で
に
戴
公
(前

七
九
九
l
前
七
六
六

γ
荘
公
(
前
七

一
O
|前
六
九
二
)・

桓
公

(前
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六
八
一
|
前
六
五
一
〉
の
子
孫
が
卿
位
を
濁
占
し
、
斉
で
は
桓
公
の
段

階
で
、
園
・
高
二
氏
が
卿
位
を
占
め
、
う
ち
高
氏
は
文
公
(
前
八
一
五

|
前
八
O
四
〉
の
子
孫
で
あ
る
。
菅
に
お
い
て
文
公
の
三
軍
六
卿
制
開

始
(
前
六
三
三
)
以
後
、
二
代
以
上
の
卿
を
出
し
た
の
は
、
縄
県
徳
狐
先

萄
土
脅
越
韓
貌
の
十
氏
で
あ
る
。
う
ち
線
開
氏
は
、
靖
侯
(
前
八
五
八
|

前
八
四
一
〉
の
孫
熊
賓
が
前
七
四
五
年
の
段
階
で
曲
沃
桓
叙
(
前
七
四

五
|
前
七
三
一
〉
の
樽
と
し
て
初
見
(
『
左
俸
』
桓
一
一
)
し
、
韓
民
は

曲
沃
桓
叔
の
子
韓
首
内
に
出
自
し
(
『
史
記
』
韓
世
家
索
隠
参
照
〉
、
越
氏

は
叔
得
が
周
幽
王
(
前
七
八
一
|
前
七
七
一
)
の
時
、
周
よ
り
E

自
に
移

住
し
て
文
侯
(
前
七
八
O
|
前
七
四
六
)
に
仕
え
(
『
史
記
』
趨
世

家
〉
、
士
氏
は
周
宣
王
(
前
八
二
七
|
前
七
八
二
)
に
訣
殺
さ
れ
た
杜

伯
の
子
隈
叔
が
E
固
に
移
住
し
た
も
の
で
あ
る
(
『
園
語
』
菅
語
八
章

注
)
。
都
狐
先
萄
貌
の
諸
氏
は
献
公
〈
前
六
七
六
|
前
六
五
一
)
の
大

夫
と
し
て
初
見
す
る
。
飾
に
つ
い
て
は
第
一
章
の
二
、
周
に
つ
い
て
は

註
(
時
)
、
衡
に
つ
い
て
は
第
三
章
の
二
で
述
べ
る
。

(
5
〉
周
愁
王
・
孝
王
・
夷
王
の
縫
承
混
鋭
、
紀
侯
の
謡
言
に
よ
る
周
夷
王

の
費
哀
公
烹
殺
、
湾
胡
公
叫
刺
殺
(
前
八
六
O
)
、
周
属
王
追
放
(
前
八

四
二
)
、
斉
腐
公
獄
殺
(
前
八
三
ハ
)
、
衛
共
伯
徐
殺
害
(
前
八
ご
ニ
〉
、

魯
総
公
紙
殺
〈
前
八
O
七
〉
、
周
宣
王
の
魯
伯
御
討
滅
(
前
七
九
六
)
、

菅
麗
叔
の
纂
位
(
前
七
八
四
〉
、
菅
文
侯
の
蕩
叔
殺
害
(
前
七
八
一
〉
、

王
大
子
宜
臼
慶
位
(
前
七
七
回
。
『
太
卒
御
覧
』
一
四
七
引
『
紀
年
』
〉
。

〈
6
〉
拙
稿
「
周
室
東
選
考
」
〈
『
東
洋
皐
報
』
七
一
ー
ー
三
・
四
、
一
九
九

O
)
四
六
|
四
八
頁
参
照
。

(
7
〉
E
日
献
公
が
大
子
申
生
・
公
子
重
耳
・
公
子
夷
吾
に
曲
沃
・
蒲
・
屈
を

賜
奥
し
た
次
第
(
『
左
惇
』
荘
二
十
八
。
以
下
『
左
俸
』
の
記
事
に
つ

い
て
は
魯
侯
の
年
衣
も
し
く
は
西
暦
年
次
の
み
を
翠
げ
る
〉

を
参
照。

(
8
〉

註
(
6
〉
上
掲
拙
稿
四
七
頁
参
照
。

(
9
〉
妊
八
「
費
侯
使
連
稽
・
管
至
父
成
葵
丘
、
瓜
時
而
往
、
日
及
瓜
而

代
、
期
成
、
公
開
不
至
、
誇
代
、
弗
許
、
故
謀
作
飢
」
は
そ
う
し
た
邑

支
配
の
方
式
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
叩
〉
時
代
の
降
る
事
例
で
あ
る
が
、
公
孫
数
出
奔
(
前
六
一
九
)
な
ど
、

魯
の
三
桓
を
、
よ
り
新
し
い
園
君
の
分
族
た
る
荘
族
東
門
氏
が

一
時
屋

倒
し
た
吠
況
よ
り
類
推
さ
れ
る
。

(
日
)
耳
国
の
内
凱
(
前
七
三
九
|
前
六
七
九
)
へ
の
王
朝
の
干
渉
、
鄭
公
孫

滑
を
擁
し
衡
が
出
兵
(
前
七
二
二
)
、
宋
公
子宮
崎
擁
立
を
園
る
郷
に
宋

な
ど
が
出
兵
(
前
七
一
九
〉
、
宋
蕩
公
紋
殺
に
斉
な
ど
が
干
渉
(
前
七

一
O
〉
、
宋
の
鄭
腐
公
擁
立
(
前
七
O
一
〉
、
鄭
属
公
出
奔
の
際
の
湾
な

ど
の
出
兵
(
前
六
九
七
|
前
六
九
六
〉
、
街
息
公
出
奔
に
よ
る
斉
な
ど

の
干
渉

(前
六
九
六
|
前
六
八
八
〉
、
斉
の
鄭
公
子
登
殺
害

(
前
六
九

四
)
、
斉
公
子
糾
を
擁
し
魯
が
出
兵
(
前
六
八
五
〉
、
宋
関
公
科
刺
殺
に
斉

な
ど
が
干
渉
(
前
六
八
一
〉
、
魯
俸
公
即
位
ま
で
の
賓
の
干
渉

(前
六

六
二
|
前
六
五
九
〉
、
菅
恵
公
開
位
の
際
の
秦
・
斉
・
王
朝
の
介
入

(
前
六
五
一
|
前
六
四
九
)
、
斉
孝
公
を
擁
し
宋
が
出
兵
(
前
六
四

二
)
、
富
田
文
公
即
位
の
際
の
秦
の
介
入

(前
六
三
六
)
、
斉
公
子
濯
を
支

援
し
魯
楚
が
出
兵
(
前
六
三
四
〉
。

(
臼
)
拙
稿
「
春
秋
時
四
覇
考
」
(
『
史
林
』
七一
一一
|
二
、
一
九
九
O
)
第

一

章
註
⑮
参
照
。

(
臼
)
魯
の
公
子
牽
の
桓
公
擁
立
(
前
七
三
己
、
鮮
の
祭
仲
の
属
公
(前

七
O
一
)
・
昭
公
(
前
六
九
七
〉
擁
立
、
衡
の
左
公
子
洩
・
右
公
子
職

の
公
子
斡
牟
擁
立
(
前
六
九
六
|
前
六
八
八
)
、
郷
の
高
渠
粛
の
子
宮
笠

- 23ー
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擁
立
(
前
六
九
五
)
、
祭
仲
の
子
嬰
擁
立
(
前
六
九
四
)
、
周
公
黒
肩
の

王
子
克
擁
立
(
前
六
九
四
)
、
賓
の
漣
稽
・
管
至
父
の
公
孫
無
知
擁
立

(
前
六
八
六
)
、
鄭
の
縛
壊
の
子
嬰
獄
殺
(
前
六
八

O
〉
、
駕
園
ら
の
王

子
旗
擁
立
(
前
六
七
五
|
前
六
七
三
)
、

魯
荘
公
死
後
の
公
位
縫
承
紛

争
(
前
六
六
二
|
前
六
五
九
)
に
お
け
る
公
子
慶
父

・
公
子
友
の
封

立
、
賓
の
易
牙

・
寺
人
招
の
公
子
無
腐
擁
立
(
前
六
四
三
)
、
易
牙
の

公
子
薙
擁
立
(
前
六
三
四
〉
。
菅
に
つ
い
て
は
註
(
ロ
)
参
照
。

(
H
〉
註
(
ロ
)
上
掲
拙
稿
参
照
。

(
日
)
楚
は
前
五
三
四
・
前
五
三
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
陳
・
禁
を
滅
ぼ
し
、

王

子
棄
疾
を
豚
公
と
し
て
統
治
さ
せ
た
が
、
前
五
二
九
年
の
震
主
絞
殺
・

卒
王
即
位
後
、
雨
園
の
復
図
を
徐
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
一
定
規
模
に

逮
し
た
醤
諸
侯
薗
の
支
配
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

(
日
)
魯
斉
宋
に
つ
い
て
は
詮
(

4

)

参
照
。
衡
に
つ
い
て
は
第
三
震
の
二
で

述
べ
る
。

(
口
)
註
(
2
〉
上
掲
拙
稿
七
四
頁
参
照
。

(
刊
日
)
魯
は
前
六

一
一
年
に
菅
の
同
盟
よ
り
離
脱
し
、
以
後
前
五
九
二
年
の

断
道
の
盟
に
お
け
る
同
盟
復
舗
ま
で
基
本
的
に
親
膏
路
線
を
採
る
が
、

こ
の
路
線
を
主
導
し
た
の
が
東
門
氏
で
あ
る
。
華
元
の
桓
族
追
放
・
孫

林
父
ら
の
献
公
迫
放
に
つ
い
て
は
註
(

2

)

上
掲
拙
稿
九
八
頁
参
照
。
前

五
五
九
年
以
降
、
湾
は
耳
目
の
同
盟
よ
り
離
反
す
る
が
、
こ
の
路
線
に

一

貫
し
て
反
射
し
た
の
が
雀
仔
に
他
な
ら
な
い
。
な
お
、
儀
氏

・
慶
氏
は

前
五
七
四

l
前
五
七
三
年
の
内
飢
で
園
佐
が
謀
殺
さ
れ
た
の
ち
卿
に
列

せ
ら
れ
、
卿
と
し
て
は
新
興
の
家
系
と
な
る
が
、
佳
符
は
軍
国
翁
加
入
を

企
図
し
、
E

日
の
支
持
の
下
、
他
の
中
原
諸
侯
園
と
同
様
の
世
族
支
配
位

制
構
築
を
志
向
し
た
結
に
お
い
て
他
の
中
原
諸
侯
園
の
世
族
と
等
質
の

も
の
と
看
倣
し
て
よ
い
。
王
朝
に
お
い
て
は
、
前
六
三
二
年
以
前
の
段

階
で
、
周
公

・
召
伯
・
原
伯

・
毛
伯
な
ど
が
王
朝
の
卿
土
と
し
て
確
認

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
既
成
世
族
に
封
し
、

耳
目
と
の
関
係
に
依
存
し
て
撞

頭
し
た
の
が
、
先
ず
は
恵
族
(
恵
王
は
前
六
七
六
前
六
五
二
在
位
)

王
叔
氏
、
次
で
単
氏
と
頃
族
(
頃
王
は
前
六
一
八
|
前
六
二
ニ
在
位
)

劉
氏
で
あ
る
。
王
孫
蘇
(
王
叔
桓
公
)
は
、
前
五
九
四
年
、
召
戴
公

・

毛
伯
衡
を
殺
害
し
、
以
後
爾
氏
は
経
文
に
見
え
な
い
。
前
五
八

O
年、

周
公
楚
は
、
伯
輿
(
輿
)
と
の
政
争
に
加
え
て
「
恵
袈
之
倍
」
に
よ
り

出
奔
し
、

周
公
家
は
滅
亡
し
た
。

玉
叔
氏
に
や
や
遅
れ
て
耳
目
と
の
交
渉

を
捻
嘗
す
る
の
が
翠
氏

・
劉
氏
で
あ
る。

前
五
六
三
年
、
王
叔
陳
生

・

伯
輿
は
政
争
の
末
と
も
だ
お
れ
と
な
り
、耳目
の
調
停
で
単
靖
公
が
卿
士

と
な
っ
た
。
以
後
、
車
氏
、
や
や
遅
れ
て
劉
氏
が
王
朝
の
卿
士
職
を
濁

占
す
る
よ
う
に
な
る
。

(
山
口
)
註
(
2

)

上
掲
拙
稿
七
三
頁
グ
ラ
フ
参
照
。

(
初
〉
耳
目
の
大
子
蘭
擁
立
(
前
六
三
O
〉
、
楚
が
公
子
壊
を
擁
し
進
攻

(前

六
二
七
)。

(
幻
)
各
氏
に
つ
き
二
名
ず
つ

『
左
停
』
初
見
年
衣
を
穆
げ
て
お
く
。
洩
賀

(
際
五
〉
・
洩
堵
窓
(
信
二
十
)
、

高
渠
菊
(
桓
五
〉

・
高
克
(
聞
こ
)
、

孔
叔
(信
三
)
・
孔
賂
鎚
(信
二
十
四
)
、
石
甲
父
(信
二
十
四
)
・
石

楚
(
文
十
七
〉
、
皇
武
子
(
俸
二
十
四
)
・
皇
民
(
宣
十
二
)
、
侯
宣
多

(
億
二
十
四
)
・
侯
弱
(
成
七
〉
。

(

n

)

前
六
三
三
年
の
三
軍
六
卿
制
開
始
の
際
、
徹
殺
・
都
品
開

・
狐
毛

・
狐

健

・
鈴
枝

・
先
診
が
卿
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
昭
十
三
「
有縄県知即
狐

先
以
震
内
主
」
と
、
圏
内
で
文
公
即
位
を
支
持
し
た
氏
に
麗
し
、

狐
氏

兄
弟
は
文
公
の
従
者
で
も
あ
っ
た
。
註
(
九
)
参
照
。
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(
お
〉
文
八
の
先
克
の
稜
言
。
同
様
の
議
論
は
成
八
の
韓
販
の
褒
言
に
も
見

え
る
。

(
M
〉
先
克
暗
殺
(
前
六
一
九
|
前
六
一
八
〉
・
越
腕
造
反
(
前
五
九
七
〉
・

部
氏
に
よ
る
大
夫
層
の
「
回
」
侵
奪
〈
前
五
七
四
)
な
ど
の
経
緯
参
照
。

〈
お
)
註
(

2

)

上
掲
拙
稿
一

o
oー
一

O
一
頁
参
照
。

(
お
〉
註
(

2

)

上
掲
拙
稿
九
四
頁
参
照。

(
幻
)
魯
で
は
信
公
(
前
六
五
九
1

前
六
二
七
〉
か
ら
昭
公
(
前
五
四
一
|

前
五
一

O
)、
宋
で
は
文
公
(
前
六
一

0
1前
五
八
九
)
か
ら
景
公

(
前
五
一
ム
ハ
|
前
四
六
九
〉
、
斉
で
は
恵
公
(
前
六

O
八
|
前
五
九
九
〉

か
ら
妊
公
(
前
五
五
三
|
前
五
四
八
)
、
衛
で
は
文
公
(
前
六
五
九
|

前
六
三
五
)
か
ら
献
公
の
第
一
衣
在
位
期
閲
(
前
五
七
六
|
前
五
五

九
)
、
鄭
で
は
億
公
(
前
五
七

O
l
前
五
六
六
)
以
後
、
耳
目
で
は
悼
公

(
前
五
七
二
|
前
五
五
八
)
以
後
、
聞
で
縫
承
紛
争
が
絶
無
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
も
父
子
相
績
に
よ
る
公
位
縫
承
が
経
績
し

て
い
る
。
各
々
の
期
閲
は
嘗
該
諸
侯
薗
に
お
け
る
世
族
支
配
値
制
の
安

定
期
に
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。

(

m

品
〉
成
十
八
「
菅
悼
公
部
位
子
朝
、
始
命
百
官
」
・
裏
十
六
「
卒
公
即
位
、

:
:
改
服
締
官
」
な
ど
。

(
明
日
)
註
(
お
)
参
照
。
ま
た
断
紹
に
瀕
し
た
魯
の
戚
氏
(
裏
二
十
三
〉
・
斉

の
高
氏
〈
裏
二
十
九
)
の
存
績
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
設
想
が
認
め
ら

れ
る
。

(

m

叩
〉
詮
(

2

)

上
掲
拙
稿
九
八
|
九
九
頁
及
び
第
三
章
註
⑥
参
照
。
甥
者
が

主
宰
す
る
裁
剣
に
お
い
て
衛
の
卿
元
喧
が
成
公
と
争
い
得
た
事
例
(
信

二
十
八
)
も
、
卿
の
地
位
が
王
朝
を
頂
黙
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
1
に
組

み
込
ま
れ
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
園
君
と
同
様
の
園
際
的
に
認
註
さ
れ

た
地
位
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
に
基
づ
く。

(
況
)
宣
元

「
於
是
E

日
侯
修
、
趨
宣
子
潟
政
、
際
諌
而
不
入
、
故
不
競
於

楚
」
・
成
十
七
「
菅
腐
公
修
、
多
外
奨
L

な
ど。

(
M
M

〉
成
十
四
の
衡
の
孫
林
父
蹄
園
の
際
の
定
美
の
後
言
を
参
照。

(

m

品
)
耳
目
盤
公
の
越
盾
排
除
(
宣
一
一
〉
・
腐
公
の
一
一
一
郷
排
除
(
成
十
七
)
な

ど。

(
担
)
裏
二
十
七
「
衛
答
喜
専
、
公
患
之
、
公
孫
菟
徐
請
殺
之
、

公
目
、
・
:

:
・止
也
、
封
日
、
臣
殺
之
、
君
勿
輿
知
、

乃
興
公
孫
無
地
・

公
孫
臣

謀
、
使
攻
諸
氏
、
弗
克
」
な
ど
。

(
お
)
定
十
三

「萄
際
・
韓
不
信
・
貌
隻
多
奉
公
以
伐
抽
出
氏
・
中
行
氏
、
弗

克
、
二
子
持
伐
公
、
:
:
:
途
伐
公
、
園
人
助
公
、
二
子
敗
」
な
ど
。

(
お
)
哀
二
十
六
「
皆
錫
授
甲
、
使
御
子
園
田
、
大
器
ノ
惑
盛
其
君
以
陵
虐
公

室
、
輿
我
者
、
救
君
者
也
、
衆
目
、
輿
之
、
大
帝
ノ御
目
、
戴
氏
・

皇
氏

賂
不
利
公
室
、
輿
我
者
無
憂
不
富
、
衆
目
、
無
別
」
な
ど
。

(
閉
山
〉
宣
十
二

「韓
献
子
謂
桓
子
目
、
:
:
:
事
之
不
捷
、
悪
有
所
分
、
奥
其

専
罪
、
六
人
同
之
、
不
猶
愈
乎
」
は
敗
戦
の
連
帯
責
任
が
主
張
さ
れ
た

事
例
、

裏
二
十
九
「
宋
亦
畿
、

請
於
卒
公
出
公
粟
以
貸
、

使
大
夫
皆

貸
、
司
城
氏
貸
而
不
書
、
震
大
夫
之
無
者
貸
」
は
子
宰
の
故
事
。
子
宰

は
「
大
夫
」
(
世
族
以
下
の
支
配
層
〉
の
徐
剰
な
き
も
の
に
粟
を
貸
し

て
ま
で
「
大
夫
」
全
員
が
賑
悩
を
行
え
る
よ
う
に
し
、
「
大
夫
」
の
お

そ
ら
く
は
園
人
に
射
す
る
一
慢
性
を
保
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
裏
二
十

七
「
雀
慶

一
也
」
や
昭
二
十
五
「
無
季
氏
、

是
無
叔
孫
氏
也
」
な
ど
の

渓
言
も
、
世
族
の

一
慢
性
と
い
う
理
念
を
示
し
て
い
る。

(
お
)
昭
元
「
叔
孫
日
、
諸
侯
之
倉
、
衛
祉
稜
也
、
我
以
貨
菟
、
魯
必
受

師
、
是
踊
之
也
、
何
衡
之
信
用
」
は
使
者
と
な
っ
た
卿
が
自
己
の
一
身
よ

- 25ー
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り
「
駐
穣
」
を
優
先
す
べ
し
と
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

(
ぬ
)
菅
に
お
け
る
脅
克
慶
位
(
前
六

O
一
)
・
先
殺
談
殺
(
前
五
九
六
)

な
ど
。

(
幼
)
鄭
で
は
子
園
(
園
氏
)
ら
の
暗
殺
(
前
五
六
三
)
後
、
園
氏
の
後
継

者
子
産
の
弱
年
の
た
め
、
子
張
(
印
氏
)
が
卿
と
な
り
(
前
五
五
五
初

見
)
、
子
孔
(
孔
氏
)
訣
殺
後
、
子
産
が
卿
と
な
り
(
前
五
五
四
)
、
伯

有
(
良
氏
)
謙
殺
後
、
公
孫
段
(
幽
嵐
氏
)
が
卿
と
な
り
(
前
五
四
三
〉
、

六
卿
制
が
維
持
さ
れ
て
い
る。

(

4

)

魯
で
は
三
桓
・
荘
族
東
門
氏
・
孝
族
威
氏
が
卿
位
を
占
め
た
が、

『
左
停
』
倦
二
十
六
「
東
門
裂
仲
・
戚
文
仲
如
楚
乞
姉
」
に
劉
す
る
経

文
「
公
子
途
如
楚
乞
師
」
が
減
文
仲
を
記
さ
な
い
こ
と
に
窺
わ
れ
る
よ

う
に
、
戚
氏
は
他
の
四
氏
に制到
し
一
等
低
く
位
置
附
け
ら
れ
て
い
た
。

東
門
氏
追
放
(
前
五
九

一
)
の
の
ち
、
文
族
子
叔
氏
が
卿
位
を
世
襲
し

た
が
、
三
桓
と
戚
氏
・
子
叔
氏
の
閲
に
は

一
定
の
差
等
が
窺
わ
れ
る
。

(
必
)
衷
十
三
の
耳
目
の
係
上
の
蒐
の
経
緯
は
、
先
任
順
の
原
則
と
「
譲
」

に

よ
る
順
位
の
努
動
を
示
す
。

〈
刊
日
)
文
七
「
育
部
飲
言
於
越
宣
子
日
、

・
・
子
震
正
卿
」
な
ど
。

(
斜
〉
文
十
三
の
士
舎
蹄
閣
の
経
緯
な
ど
。

(
必
)
例
え
ば
右
師
は
、
華
元
(
在
任
初
見
は
前
六
一
一
)
↓
筆
関
(
前
五

六
回
)
↓
華
皐
比
(
前
五
三
六
)
↓
華
亥
(
前
五
三
六
)
と
縫
受
さ

れ、

華
氏
の
蹴
(
前
五
一
一
一
一
|
前
五
二

O
)
の
の
ち
、
皇
袈

(
前
四
七

八
)
↓
皇
綬
(前
四
七
七
)
と
総
受
さ
れ
て
い
る
。
肇
元
↓
華
関
↓
華

皐
比
は
父
子
、
撃
亥
は
華
皐
比
の
弟
、

皇
氏
は
華
氏
と
同
じ
裁
族
で
、

皇
綬
は
皇
国
援
の
従
子
で
あ
る
。

〈
必
)
襲
九
の
宋
の
大
火
の
際
の
経
緯
な
ど
。

(

U

)

捌
稿
「
西
周
朋
命
金
文
考
」

(『史
林
』

七
四
|
五
、

語
註
⑥
多
照
。

(
組
問
)
公
子
成

(右
師
、
前
六
二

O
)
・
華
元
(右
師
、
前
六一

一〉

・
繁
喜

(
司
城
、
前
五
六
四
〉
・
公
孫
忌

(
司
馬
、
前
五
二

O
)
・
皇
綬

(
右

師
、
前
回
六
九
)。

(
品
開
)
註
(

U

)

上
掲
拙
稿
六
五
頁
参
照。

(
印
〉
註
(
2

)

上
掲
拙
稿
九
九
頁
参
照
。

(
日
)
世
族
化
し
た
複
数
の
氏
を
包
括
し
つ
つ
一
定
の
集
闘
性
を
有
し
た
族

と
し
て
は
、
魯
の
桓
族

・
斉
の
恵
族

(祭
氏
・
高
氏
)
・
鄭
の
穆
族

・

宋
の
戴
荘
桓
三
族
を
穆
げ
う
る
。
そ
の
他
、
宋
の
武
宣
穆
裂
の
族
が
春

秩
初
期
に
頻
見
し
、
耳
目
で
は
荘
二
十
三
に

「
桓
荘
之
族
」
が
見
え
、
周

で
は
王
の
分
族
た

る
成
十
一
「
恵
袈
」
・

昭
二
十
二
「
鐙
景
之
族
」
の

ほ
か
、
卿
士
な
ど
の
分
族
と
し
て
畢
氏
の
昭
七
「
嚢
頃
之
族
」
、
甘
氏

の
昭
十
二
「
成
景
之
族
」
な
ど
が
見
え
る
。

(
臼
)
但
し
、

宣
四
「
穆
氏
」
・
成
十
五
「
桓
氏
」
は
各
々
鄭
穆
公

・
宋
桓

公
に
出
自
す
る
集
園
を
指
し
、
「
氏
」

の
用
法
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は

な
し

(
臼
〉
裏
十
九

「
子
然
・
子
孔
、

宋
子
之
子
也
、
土
子
孔
、
圭
嬬
之
子
也、

圭
矯
之
班
亜
宋
子
而
相
親
也
、

:
;
三
室
如
ご
・
衷
三
十

「
翠
担
塑

同
生
」
な
ど
。

(
臼
〉
例
え
ば
鄭
の
宰
氏
の
分
族
た
る
昭
七

「馬
師
氏
」
は
官
名
に
由
来
す

る。

(
日
)
裏
二
十
七
「
雀
、
宗
邑
也
、
必
在
宗
主
」
杜
注
「
宗
邑
、

宗
廟
所

在、

宗
主
謂
雀
明
」
e

(
白
山
)
裏
十
七
「
筆
臣
弱
皐
比
之
室
、
:
・
:
・
宋
公
開
之
、

一
九
九

一
)
結

- 26ー

目
、
臣
也
不
唯
其



629 

宗
室
是
暴
、
:
:
:
」
な
ど
。

(
釘
〉
桓
二
「
卿
置
側
室
」
・
文
十
二
「
越
有
側
室
田
穿
」
な
ど
。

〈
回
)
註
〈
必
〉
参
照
。

〈
回
〉
桓
族
孟
氏
の
公
孫
数
出
奔
〈
前
六
一
九
〉
後
、
桓
族
叔
孫
氏
の
分
族

た
る
叔
仲
彰
生
が
経
文
に
見
え
る
(
文
十
一
H

前
六
二
ハ
)
。
桓
族
内

部
で
卿
位
が
保
持
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

(
印
)
註
(
州
制
〉
参
照
。

〈
臼
)
前
五
六

O
年
、
萄
答
・
士
紡
が
卒
し

た
時
黙
で
、
萄
畿
の
孫
萄
盈

(
萄
盈
の
父
萄
朔
は
す
で
に
卒
し
て
い
た
)
・
土
紡
の
子
負
裟
が
幼
少

で
あ
っ
た
(
萄
盈
は
六
歳
)
た
め
、
菅
は
八
卿
制
を
改
め
六
卿
と
し

た
。
新
し
い
家
系
に
よ
る
卿
位
補
填
は
最
早
行
な
わ
れ
ず
、
卿
位
世
襲

原
理
の
貫
徹
が
確
認
さ
れ
る
。
前
五
五
二
年
、
集
盈
が
追
放
さ
れ
、
萄

盈
が
立
つ
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
時
に
か
れ
は
ま
だ
十
四
品
酷
で
あ

り
、
程
郷
が
下
草
佐
に
補
填
さ
れ
た
。
前
五
四
八
年
、
程
飾
が
卒
し
た

段
階
で
、
十
八
歳
に
達
し
た
萄
盈
が
卿
位
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が

(
前
五
三
七
年
の
時
貼
で
下
軍
佐
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
)
、

程
鮮
は
萄
氏
の
分
族
で
あ
り
、
萄
盈
の
襲
う
べ
き
卿
位
が
萄
氏
内
部
で

保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(
位
)
前
七
一
九
年
、
衡
の
築
奪
者
州
時
と
そ
の
側
近
石
厚
が
陳
で
慮
刑
さ

れ
た
際
、
州
呼
慮
刑
に
立
ち
倉
っ
た
右
宰
醜
と
は
別
に
、
石
厚
の
父
石

稽
が
「
其
宰
」
た
る
嬬
羊
肩
を
立
ち
食
わ
せ
た
事
例
は
、
「
氏
」
制
裁

櫨
の
「
園
」
か
ら
の
濁
立
を
示
す
。

〈
臼
〉
耳
百
の
輔
衆
盈
出
奔
〈
前
五
五
二
)
の
際
、
叔
虎
が
そ
の
婆
人
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
罪
が
羊
舌
氏
全
世
に
及
び
叔
虎
の
兄
伯
肇
・
叔
向
が
囚
え

ら
れ
た
事
例
な
ど
。

(
臼
)
前
五
四
七
年
、
郷
の
印
董
父
が
楚
の
捕
虜
と
な
り
、

次
い
で
秦
に
抑

留
さ
れ
た
際
、
子
産
が
印
氏
よ
り
徴
し
た

「
貨
」
を
用
い
て
秦
に
迭
還

を
交
渉
し
た
事
例
な
ど
。

〈
臼
)
三
織
の
う
ち
、
街
鋳
(
上
軍
将〉

は
祖
父
錦
依
の
代
よ
り
卿
位
を
世

襲
し
た
世
卿
で
あ
り
、
郷
筆
(新
軍
賂
)
・
都
至
(
新
軍
佐
〉
に
比
べ

て
序
列
も
高
く
、
叩
剛
氏
の
宗
主
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
が
、
前
五
七
四

年
の
段
階
で
は
錦
至
が
徹
氏
の
意
士
山
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

(伺
)

E

日
の
遡
氏
は
、
越
夙
が
取
を
賜
っ
て
大
夫
に
列
せ
ら
れ

(前
六
六

一
〉
、
こ
の
時
黙
で
は
彼
が
越
氏
の
中
で
最
高
の
身
分
を
有
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
文
公
即
位
後
、

そ
の
亡
命
に
随
従
し
た
越
衰
(夙
の

弟
)
が
卿
と
な
り
、
-
次
い
で
越
盾
が
卿
位
を
世
襲
す
る
と
、

越
夙
の
孫

越
穿
は
、
「
側
室
L

と
稽
せ
ら
れ
る
(
前
六
一
五
)
に
至
っ
て
い
る。

(釘〉

前
五
七
五
年
、

部
陵
の
戟
の
際
、

E
日の
祭拙酬
が
父
祭
書
を
叱
責
し
た

経
緯
な
ど
。

(
伺
〉
前
五
五
六
年
、
華
臣
が
宗
主
筆
皐
比
の
族
内
制
裁
擁
護
動
を
稽
し
て

菩
十奥
を
殺
害
し
た
結
果
、
宋
公
の
怒
り
を
か
い
、
結
局
亡
命
に
追
込
ま

れ
た
事
例
な
ど
。

〈
的
〉
季
孫
肥
相
績
の
際
、
魯
侯
が
こ
れ
に
介
入
し
た
事
例

(前
四
九
二
)

ゃ
、
郷
の
子
大
叔
(
前
五
五
一
〉

・
周
の
劉
文
公
(
前
五
二

O
)
相
績

の
際
に
、
各
々
子
展
・
皐
穆
公
が
介
入
し
た
事
例
な
ど
。

(叩川)

鮮
の
祭
仲
の
女
難
姫
が
、
夫
薙
糾
の
祭
仲
暗
殺
計
査
を
貧
家
に
告
げ

た
経
緯

〈前
六
九
七
)
な
ど
。

(
九
)
耳
目
懐
公
が
、
文
公
に
随
従
す
る
狐
毛
・
狐
健
の
錦
圏
勧
告
を
兄
弟
の

父
狐
突
に
要
求
し
た
際
、
狐
突
が
主
従
関
係
の
優
先
を
主
張
し
て
こ
れ

を
短
否
し
慮
刑
さ
れ
た
事
例

(前
六
三
七
)
な
ど
。
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(

刊

M

)

制
御
の
担
偲
が
卒
し
た
の
ち
、
周
氏
の
父
兄
が
幼
い
絡
に
代
え
て
乞
を

擁
立
し
た
事
例
(前
五
二
三
〉
な
ど
。

(
ね
)

倦
二
十
三
「
策
名
委
質
」・

『
園
語
』
菅
語
九
「
委
質
而
策
死
」
な

戸
、

(
引
同
)
開
門
の
飽
函
が
魯
の
施
孝
叔
の
宰
と
な
り
、

「百
室
之
邑
」
を
賜
輿
さ

れ
た
事
例
(
前
五
七
四
)
な
ど
。

(
市
)
註
(
九
)
上
掲
の
事
例
の
ほ
か
、
衡
の
大
叔
疾
が
宋
の
桓
魁
の
臣
と
な

っ
た
事
例
(
前
四
八
四
〉
な
ど
。

(
叩
山
)
耳
目
の
公
子
重
耳
の
亡
命
に
随
従
し
た
狐
傍

・
狐
毛
・

趨
衰

・
致
壁
、

公
子
夷
吾
に
随
従
し
た
都
丙
、
組
盾
に
仕
え
た
韓
阪
な
ど
は
い
ず
れ
も

そ
れ
以
前
に
大
夫
と
し
て
見
え
る
氏
の
出
身
者
で
あ
り
、
雀
梓
に
仕
え

た
東
郭
仮
は
舜
桓
公
の
子
孫
(
裏
二
十
五
)
、
慶
合
に
仕
え
た
虚
蒲
葵

は
慶
氏
の
同
姓
で
か
れ
を

「宗
」
と
稽
す
る

(褒
二
十
八
〉
こ
と
か
ら

や
は
り
斉
の
大
夫
出
身
、
魯
の
孟
氏
に
仕
え
た
成
宰
公
孫
宿

(
公
孫

感
は
哀
十
五
「
周
公
之
孫
」
と
稽
さ
れ
、
魯
の
公
子
層
出
身
で
あ
る

こ
と
な
ど
。

(
村
川
)
魯
の
季
冶
は
、
季
武
子
と
の
主
従
関
係
を
解
消
し
邑
を
返
還
し
た
後

も
、
か
れ
自
身
の
匡
を
保
有
し
て
い
る
(
前
五
四
四
)
。

(
市
)
耳
目
の
趨
盾
は
家
臣
韓
豚
を
鐙
公
に
推
薦
し
て
司
馬
(
大
夫
職
〉

と
し

た
が
、
韓
同
燃
は
の
ち
卿
に
昇
格
し
、
世
族
化
し
た
。
同
様
の
事
例
が
散

見
す
る
。
拙
稿
「
春
秋
園
人
考
」
(
『
史
林
』
六
九
1

五
、
一
九
八
六
)

三
五
1

三
六
頁
参
照
。

(
乃
)
註
〈
市
)
上
回
閣
拙
稿
二
七
1

ニ
九
頁
参
照
。

(
加
)
註
(
河
)
上
掲
拙
稿
三一一
|
一二
三
一
貝
参
照
。

(
飢
)
護
二
十
点
「
鄭
子
展
卒
、
子
皮
卸
位
、

630 

於
是
鄭
鯵
而
未
及
市
営
、

民

病
、
子
皮
以
子
展
之
命
線
図
人
莱
、
戸
一

鍾
、
是
以
得
鄭
園
之
民
、
故

宰
氏
常
掌
園
政
、
以
策
上
卿
」
な
ど
。

(
m
山
)
註
(

2

)

上
掲
拙
稿
第
三
章
註
⑮
参
照
。

(
邸
〉
註
(

2

)

上
掲
拙
稿
第
三
章
註
③
参
照
。

(制
)
子
叔
氏
・
北
宮
氏
の
経
文
初
見
は
、
成
十

(前
五
八
一
)
「
街
侯
之

弟
黒
背
率
師
侵
制
御
」
・
成
十
七

(
前
五
七
四
)
「
術
北
宮
括
帥
師
侵
飾
」

と
な
る
。

(
白
山
)
耳
目
で
は
部
氏
滅
亡
の
の
ち
貌
相

・
貌
領
が
卿
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る

(前
五
七
一
二)
が
、
か
れ
ら
は
文
公
の
従
土
で
軍
令
蓬
反
で
失
脚
し
た

(前
六
三
二
〉

貌
燈
の
孫
で
、

そ
の
父
貌
鋳

・
貌
頼
の
功
績
に
報
い
る

べ
く
抜
擁
さ
れ
た
(
『
園
語
』
耳
目
語
七
)
。
不
卒
大
夫
盾
の
最
右
察
と
い

う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。

(
館
山
〉
『
史
記
』
回
世
家
に
「
宣
公
四
十
八
年

(
前
四

O
八
)
、
取
魯
之
廊
」

と
あ
る
。
魯
で
は
穆
公

(前
四

一
五
|
前
三
八
三
〉
が
三
桓
を
座
倒
し

て
専
権
を
樹
立
し
た

(註
(
2
〉
上
掲
拙
稿
結
語
註
⑦
参
照
)
が
、
回
世

家
所
見
の
郎
(惑

は

孟

氏
の
保
有
す
る
最
も
重
要
な
邑
だ
っ
た
の
で

あ
り
、

調
円
の
廊
(成
)
占
領
が
孟
氏
の
波
落
を
決
定
的
に
し
た
可
能
性

を
主
張
し
う
る
。

ハm
む

註

(
2
〉
上
掲
拙
稿
結
語
註
⑥
参
照
。

(
関
〉
註
(

2

)

上
掲
拙
稿
結
語
註
②
参
照。

(凹〉

『園
語
』
耳
目
語
八

コ
二
世
事
家
、
君
之
、
再
世
以
下
、
主
之
、

事
君

以
死
、

事
主
以
勤
」
な
ど
。

(
叩
)
註
(

η

)

上
掲
の
季
冶
や
、
南
測
が
卿
位
継
承
直
後
の
季
卒
子
と
の
関

係
悪
化
で
叛
し
た
事
例

(
前
五
三

O
〉
な
ど。

〈
川
出
〉
菅
の
郡
勝
(
一
前
五
一
四
)
や
魯
の
竪
牛
(
前
五
三
八
)
・
陽
虎
(
前
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五
O
二〉

の
事
例
な
ど
。

(
回
〉
註
〈
刊
叩
)
上
掲
拙
稿
三
九
|
四

O
頁
参
照
。

(
回
〉
増
淵
龍
夫

「
春
秋
戦
園
時
代
の
祉
曾
と
園
家
」

歴
史
』
四
、
一
九
七

O
)
参
照
。

(
山
間
〉
註
〈
沼
〉
上
掲
拙
稿
第
二
章
参
照
。

(
町
四
)
註
(
刊
叩
〉
上
掲
拙
稿
一
九
i
二
O
頁
参
照
。

(
m
m
〉

例
え
ば
、

魯
の
費
・
成
・

邸
は
各
々
季
氏
・
孟
氏
・

叔
孫
氏
の
最
重

(『岩
波
講
座
世
界

631. 

要
の
ロ巴
で
、
一二
都
と
穣
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
三
都
の
、
三
桓
或
は
魯

園
に
封
す
る
軍
事
的
抵
抗
が
前
六
世
紀
後
牟
以
降
頻
見
す
る
。
首
謀
者

と
そ
の
年
次
を
列
奉
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
費
宰
南
創
〈
前
五
三

O
〉・

廊
馬
正
侯
犯
(
前
五

O
O〉
・
費
宰
公
山
不
狂

〈前
四
九
八
)
・

成
宰
公
数
庭
父

(
前
四
九
八
)
・
成
宰
公
孫
宿

〈一前
四
八

O
V

(巾別
〉

註
(
2

)

上
掲
拙
稿
結
語
註
⑦
参
照。
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Ａ STUDY OF THE ARISTOCRACY IN THE SPRING

　　　　　　　　　

AND AUTUMN PERIOD

YOSHIMOTO Michimasa

　　　

Historical trends in the development of the aristocracy in the states of

the Central Plain, during the Spring and Autumn period, were in essence

regulated by the political order that pertained by throughout the whole

Central Plain. That is, the hegemon system of the Jin 晋state, there

occurred ａ certain amount of simultaneous development corresponding to

the larger trends that occurred in the hegemon system｡

　　　

０ｎ the basis of this fact, in this paper l eχamine the roles played by

members of the aristocracy within the conteχt of their socio-political orders

and the changes of state. First, I situate the process of the formation of

these aristocracies within the political history of the period following the

Eastward Transfer.　Second, I eχamine special questions such as the

relationship between the aristocracies and the monarchs, the participation of

members of the aristocracies in the government of states, and the personal

relations involved in the formation of aristocratic clans.　　In this way, l

provide an account of the role played by the aristocracies within the socio-

political orders of their respective states｡

　　　

Finally, I situate the upheaval 0f the aristocracies within the dissolu-

tion of the hegemon system. ｌ consider the political developments that

occurred after the mid一冊th century B.C. to constitute ａ turning point that

marked the beginning the rise of despotic forms of rule. This trend was

continued and completed in the early and mid-Warring States period｡

　　　

In this structure of investigation, I thus utilize the vicissitudes in the

development of the aristocracies to provide a framework for the diachronical

analysis of the four and stretched from the Eastward Transfer to the early

and mid-Warring States period.
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